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市
政
の
推
進
と
地
域
社
会
の

充
実
発
展
に
向
け
て

　

出
水
市
長　

渋
谷　

俊
彦

撃
し
、
本
市
も
こ
れ
ら
の
影
響
で
極
め
て
厳

し
い
年
と
な
り
ま
し
た
。
一
刻
も
早
く
こ
の

緊
急
事
態
か
ら
脱
出
で
き
、
本
年
が
一
筋
の

希
望
の
見
え
て
く
る
年
と
な
り
ま
す
よ
う
切

に
念
願
い
た
す
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
中
に
あ
り
ま
し
て
も
、
昨
年

は
全
国
的
に「
鹿
児
島
」が
注
目
さ
れ
た
年
で

は
な
か
っ
た
か
と
存
じ
ま
す
。
大
変
な
好
評

を
博
し
た
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
大
河
ド
ラ
マ「
篤
姫
」は
、

経
済
効
果
が
二
百
六
十
二
億
円
で
あ
っ
た
と

の
試
算
も
な
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
り
、
本

市
で
も
、
そ
の
ロ
ケ
地
の
一
つ
と
な
っ
た
麓

武
家
屋
敷
群
は
週
末
と
も
な
り
ま
す
と
地
元

や
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
の
方
々
、
出

水
商
業
高
校
の
生
徒
さ
ん
方
の
ご
協
力
の
も

と
数
多
く
の
観
光
客
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

加
え
て
、
全
国
健
康
福
祉
祭「
ね
ん
り
ん

ピ
ッ
ク
鹿
児
島
大
会
」が
開
催
さ
れ
、
本
市

に
お
け
る
剣
道
お
よ
び
俳
句
交
流
大
会
も
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
等
の
ご
協
力
に
よ
り

成
功
裏
に
終
了
し
、
全
国
各
地
か
ら
参
加
さ

れ
た
多
く
の
皆
様
か
ら
大
変
高
い
評
価
を
頂

き
ま
し
た
。
こ
れ
ら
は
、
交
流
人
口
の
増
と

い
う
観
点
か
ら
は
大
き
な
効
果
が
あ
っ
た
の

で
は
な
い
か
と
考
え
て
お
り
ま
し
て
、
ご
協

力
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
方
に
深
く
感
謝
申

し
上
げ
る
次
第
で
す
。

　

さ
て
、
本
年
は
、「
人
と
自
然
が
融
和
し

た
に
ぎ
わ
い
あ
る
元
気
都
市
」と
い
う
将
来

都
市
像
を
掲
げ
て
合
併
し
た
新
出
水
市
の
四

年
目
を
迎
え
ま
す
が
、
出
水
市
に
お
い
て
は
、

昨
年
、
第
一
次
総
合
計
画
を
策
定
、
今
後
十

年
間
の
本
市
の
進
む
べ
き
道
筋
を
定
め
た
と

こ
ろ
で
あ
り
、
引
き
続
き
市
民
の
皆
様
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
市
民

の
参
画
と
協
働
に
よ
る「
市
民
が
主
役
の
温

か
さ
の
伝
わ
る
市
政
の
実
現
」へ
向
け
て
全

力
を
傾
注
し
て
ま
い
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

社
会
基
盤
の
整
備
で
は
、
平
成
十
八
年
夏

の
豪
雨
災
害
に
伴
う
国
の
河
川
激
特
事
業
と

し
て
指
定
を
受
け
た
米
ノ
津
川
の
大
々
的
な

河
川
拡
幅
等
の
工
事
が
着
々
と
進
ん
で
お
り
、

九
州
新
幹
線
も
鹿
児
島
中
央
・
博
多
間
の
全

線
開
通
ま
で
あ
と
二
年
余
と
迫
っ
て
ま
い
り

ま
し
た
。
ま
た
、
南
九
州
西
回
り
自
動
車
道
も

阿
久
根
・
出
水
間
が
い
よ
い
よ
工
事
起
工
さ

れ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
引
き
続
き
県
や
関
係

自
治
体
等
と
連
携
し
、
早
期
完
成
に
向
け
て

鋭
意
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　

こ
れ
ら
高
速
交
通
網
の
整
備
進
展
に
伴
っ

て
人
や
物
の
交
流
が
こ
れ
ま
で
以
上
に
活
発

化
し
て
い
く
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
の
で
、

引
き
続
き「
読
書
活
動
日
本
一
の
ま
ち
づ
く

り
」等
の
ソ
フ
ト
事
業
を
通
し
て
本
市
を
全

国
に
ピ
ー
ア
ー
ル
し
、
定
住
人
口
は
も
と
よ

り
、
交
流
人
口
の
増
加
を
図
っ
て
ま
い
る
こ

と
と
し
て
お
り
ま
す
。

　

本
年
も
、
国
の
厳
し
い
経
済
情
勢
が
続
き
、

本
市
に
お
き
ま
し
て
も
更
に
厳
し
い
財
政
状

況
が
予
想
さ
れ
ま
す
が
、
今
後
と
も
行
政
改

革
大
綱
に
則
っ
た
効
果
的
な
行
財
政
運
営
を

継
続
し
、
市
民
生
活
に
直
結
し
た
産
業
の
振

興
や
企
業
誘
致
並
び
に
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー

の
医
師
確
保
対
策
等
の
諸
課
題
に
鋭
意
取
り

組
み
、
市
民
福
祉
の
向
上
と
地
域
社
会
の
活

性
化
に
努
め
て
ま
い
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

今
後
と
も
市
民
の
皆
様
の
市
政
へ
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

　

本
年
が
平
穏
で
希
望
に
満
ち
た
年
と
な
り
、

市
民
の
皆
様
が
ご
健
勝
で
充
実
し
た
日
々
を

過
ご
さ
れ
ま
す
よ
う
心
か
ら
ご
祈
念
申
し
上

げ
ま
し
て
、
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し

ま
す
。

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
市
民
の
皆
様
方
に
は
、
清
々
し
い
新
春

を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

出
水
平
野
に
は
今
期
も
十
二
期
連
続
で
万
羽

鶴
が
飛
来
し
て
お
り
、
改
め
て
本
市
の
自
然

や
人
々
の
温
か
さ
を
再
認
識
し
、
有
り
難
く

感
じ
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

昨
年
の
出
水
市
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
幸

い
な
こ
と
に
大
き
な
災
害
も
な
く
、
日
本
列

島
へ
の
台
風
上
陸
が
八
年
ぶ
り
に
皆
無
と
な

る
な
ど
気
候
的
に
は
穏
や
か
な
一
年
で
あ
っ

た
か
と
存
じ
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
本
市

最
大
の
誘
致
企
業
で
あ
り
ま
す
パ
イ
オ
ニ
ア

の
撤
退
と
い
う
大
き
な
問
題
が
浮
上
し
、
ま

た
、
ア
メ
リ
カ
の
サ
ブ
プ
ラ
イ
ム
問
題
に
端

を
発
し
た
世
界
的
な
金
融
危
機
が
原
油
高
騰

や
株
安
円
高
と
も
相
ま
っ
て
日
本
経
済
を
直
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が
、
私
ど
も
二
十
八
名
の
議
員
が
切
磋
琢

磨
し
、
皆
様
と
と
も
に
手
を
携
え
て
、
希

望
に
満
ち
た
元
気
都
市
を
実
現
す
る
た
め

に
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
と
、

決
意
を
新
た
に
い
た
し
て
お
り
ま
す
。
皆

様
の
力
強
い
ご
支
援
を
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

　

昨
年
、
ア
メ
リ
カ
の
急
激
な
景
気
後
退

を
受
け
て
全
世
界
の
経
済
が
混
乱
に
陥
り
、

先
の
見
え
な
い
不
況
期
に
突
入
し
ま
し
た
。

私
ど
も
地
方
を
取
り
巻
く
社
会
・
経
済
環

境
は
、
一
時
の
景
気
回
復
の
恩
恵
に
も
浴

す
る
こ
と
な
く
、
こ
の
大
波
を
も
ろ
に
か

ぶ
り
、
多
く
の
課
題
が
山
積
し
た
ま
ま
新

年
を
迎
え
ま
し
た
。　

　

瑞
鳥
と
さ
れ
ま
す
ツ
ル
は
、
こ
の
地
を

忘
れ
る
こ
と
な
く
渡
来
し
て
く
れ
、
今

シ
ー
ズ
ン
も
一
万
羽
を
超
え
る
数
を
記
録

し
て
お
り
ま
す
。
営
々
と
続
い
て
き
た
大

い
な
る
自
然
の
営
み
に
は
、
い
つ
も
圧
倒

さ
れ
ま
す
が
、
全
羽
の
、
耳
を
つ
ん
ざ
く

鳴
き
声
は
、
私
た
ち
を
励
ま
し
て
い
る
よ

う
に
思
え
て
な
り
ま
せ
ん
。
こ
の
出
水
の

豊
か
な
自
然
と
歴
史
、
文
化
を
大
切
に
守

り
育
て
、
こ
れ
ら
を
活
用
し
た
元
気
都

市
・
出
水
市
の
建
設
に
、
市
民
お
一
人
お

一
人
の
英
知
を
結
集
し
て
精
一
杯
努
力
し
、

力
強
く
歩
い
て
ま
い
ら
ね
ば
な
り
ま
せ

ん
。

　

本
市
が
大
き
く
発
展
す
る
た
め
の
基
本

的
条
件
で
あ
る
と
同
時
に
、
雇
用
確
保
に

と
っ
て
必
須
要
件
で
も
あ
る
高
速
交
通
体

系
や
社
会
基
盤
の
早
期
整
備
は
、
ま
す
ま

す
重
要
と
な
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
私
ど

も
議
会
に
お
き
ま
し
て
も
、
新
幹
線
の
全

線
開
通
や
南
九
州
西
回
り
自
動
車
道
の
早

期
完
成
、
空
港
に
つ
な
が
る
北
薩
横
断
道

路
の
整
備
促
進
、
基
礎
調
査
が
凍
結
さ
れ

た
島
原
・
天
草
・
長
島
架
橋
建
設
要
望
活

動
の
再
構
築
、
国
道
、
県
道
の
整
備
促
進

な
ど
、
こ
れ
ら
の
早
期
実
現
に
向
け
て
、

国
、
県
に
対
す
る
陳
情
運
動
等
、
よ
り
一

層
の
努
力
を
続
け
て
ま
い
る
所
存
で
ご
ざ

い
ま
す
。

　

先
人
か
ら
い
た
だ
い
た
貴
い
財
産
を
子

や
孫
に
伝
え
、
市
勢
の
更
な
る
発
展
と
市

民
福
祉
の
一
層
の
向
上
を
図
る
た
め
に
、

議
会
も
、
そ
の
責
務
を
全
う
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　

新
し
い
年
が
皆
様
に
と
り
ま
し
て
元
気

で
幸
多
い
も
の
で
あ
り
ま
す
よ
う
お
祈
り

申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
本
年
も
変
わ

ら
ぬ
ご
支
援
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ

ま
し
て
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

　

皆
様
、
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
希
望
に
満
ち
た
輝
か
し
い
新
年

を
お
迎
え
の
こ
と
と
、
心
か
ら
お
喜
び
申

し
上
げ
ま
す
。

　

私
は
、
昨
年
四
月
に
新
市
第
二
代
議
長

と
し
て
就
任
い
た
し
ま
し
た
。
厳
し
い
情

勢
の
下
、
改
め
て
職
責
の
重
さ
を
痛
感
い

た
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。
今

年
は
新
市
に
な
っ
て
四
年
目
を
迎
え
ま
す

「
元
気
都
市
・
出
水
市
」

実
現
の
た
め
英
知
を
結
集
し

て
力
強
い
歩
み
を

　

出
水
市
議
会
議
長　
　
　
　

垣
内　

雄
一
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１
月　

◎
出
水
市
成
人
式（
５
日
）

◎
消
防
出
初
め
式（
６
日
）

◎
社
会
福
祉
法
人
の
鶴
寿
会
、
興

正
会
、
双
葉
会
の
３
団
体
お
よ

び
南
九
州
コ
カ
・
コ
ー
ラ
ボ
ト

リ
ン
グ（
株
）、
ワ
ー
ル
ド
サ
ン

フ
ー
ズ（
株
）の
２
社
と
災
害
時

に
お
け
る
応
援
協
定
を
締
結

（　

日
）

１５
◎
ツ
ル
の
ね
ぐ
ら
を
見
よ
う
！

　

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会（　

日
）

２０

◎
出
水
市
女
性
大
会
を
開
催（　
２４

日
）

２
月　

◎
自
動
交
付
機
稼
動
式（
１
日
）

◎
第
２
回
出
水
市
生
涯
学
習
推
進

大
会
を
開
催（
３
日
）

◎
第　

回
出
水
ツ
ル
マ
ラ
ソ
ン
大

２１
会
を
開
催（　

日
）

１０

◆
第　

回
鹿
児
島
県
下
一
周
市
郡

５５
対
抗
駅
伝
競
走
大
会（　

日
〜

１６

　

日
）

２０

３
月　

◎
蒸
気
機
関
車
移
転
完
成
式（　
１６

日
）

◎
第　

回
ツ
ル
を
送
る
ま
つ
り
歌

４５
謡
大
会（　

日
）

２２

◎
中
の
市（　

、　

日
）

２０

２１

◎（
株
）内
野
ケ
ル
ン
と
本
市
の
企

業
立
地
協
定
調
印
式（　

日
）

２６

４
月　

◎
ふ
る
さ
と
い
ず
み
桜
ま
つ
り

（
５
、
６
日
）

◎
消
防
団
辞
令
交
付
式（
６
日
）

◎
野
田
郷
駅
お
花
見
・
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
大
会（
６
日
）

◎
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー「
エ
コ

リ
ア
北
薩
」が
完
成（　

日
）

１８

◎
味
噌
な
め
て
ま
つ
り（　

日
）

２０

◎
第
７
回
み
か
ん
の
花
咲
く
丘
ウ

ォ
ー
キ
ン
グ
大
会
を
開
催（　

日
）

２７

５
月　

◎
第　

回
市
長
旗
争
奪
市
内
高
等

４９
学
校
野
球
大
会
で
出
水
高
校
が

優
勝（　

、　

日
）

１１

２９

◎
平
成　

年
度
史
跡
め
ぐ
り
歩
こ

２０

う
大
会（　

日
）

１８

◆
鹿
児
島
県
総
合
防
災
訓
練
を
本

市
で
実
施（　

日
）

２０

◎
上
場
高
原
に
上
場
活
性
化
施
設

「 
秋  
桜  
館 
」が
完
成（　

日
）

こ
す 
も
す 
か
ん

２８

６
月　

◎
米
ノ
津
川
、
高
尾
野
川
で
ア
ユ

漁
解
禁（
１
日
）

◎
第
３
回
出
水
市
女
性
ソ
フ
ト
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
で
イ
ー
ス
ト

Ｍ
チ
ー
ム
が
優
勝（　

日
）

２２

７
月　

◎
第
３
回
市
民
体
育
大
会
総
合
開

会
式（
５
日
）

◎
出
水
市
消
防
団
消
防
ポ
ン
プ
操

法
大
会（
６
日
）

◆
鹿
児
島
県
知
事
選
挙
で
伊
藤
祐

一
郎
氏
が
当
選（　

日
）

１３

◎
第　

回
ふ
る
さ
と
出
水
ク
リ
ー

２７
ン
作
戦（　

日
）

２７

◎
夏
祭
り
い
ず
み「
鶴
翔
祭
」

　
（　

、　

日
）

２６

２７

８
月　

◎
第　

回
自
治
会
対
抗
野
球
大
会

５５
で
浦
窪
自
治
会
が
優
勝（
２
日
）

◎
高
尾
野
夏
祭
り（
２
日
）

◎
野
田
郷
夏
祭
り（
９
日
）

◎
視
覚
障
害
者
卓
球
出
水
大
会
を

開
催（　

日
）

１７

◎
第
５
回　

時
間
高
尾
野
ひ
ま
わ

２４

り
駅
伝
大
会（　

、　

日
）

２３

２４

９
月　

◎
中
島
精
管
工
業（
株
）と
本
市
の

企
業
立
地
協
定
調
印
式（
２
日
）

◎
第
３
回
自
治
会
対
抗
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
大
会
で
大
久
保
自
治
会

が
優
勝（
５
日
）

◆
第　

回
県
民
体
育
大
会
が
川
辺

６２
地
区
で
行
わ
れ
る（　

、　

日
）

２０

２１

◎
第
３
回
自
治
会
対
抗
グ
ラ
ウ
ン

ド
ゴ
ル
フ
大
会
で
別
府
自
治
会

Ａ
チ
ー
ム
が
優
勝（　

日
）

２５

　

月　
10◎

鹿
児
島
県
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
協
会
北
薩

支
部
と「
災
害
時
に
お
け
る
応

急
生
活
物
資（
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
等
）の

供
給
に
関
す
る
協
定
」を
締
結

（
６
日
）

◎
第　

回
鶴
の
郷
野
田
ロ
ー
ド

２８
レ
ー
ス
大
会
を
開
催（　

日
）

１２

◎
第
３
回
自
治
会
対
抗
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
大
会
で
浦
窪
自
治
会
が

優
勝（　

日
）

１３

◎
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー　

上
場
高
原

in

　
（　

日
）

１３
◎
読
書
活
動
日
本
一
の
ま
ち
づ
く

り
推
進
大
会
を
開
催（　

日
）

１８

◎
野
田
地
域
文
化
祭（　

、　

日
）

１８

１９

◎
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
鹿
児
島
２
０

０
８　

剣
道
交
流
大
会
、
俳
句

交
流
大
会
を
本
市
で
開
催

　
（　

、　

日
）

２６

２７

　

月　
11◎

ツ
ル
観
察
セ
ン
タ
ー
が
オ
ー
プ

ン（
１
日
）

◎
出
水
地
域
文
化
祭（
１
、
２
日
）

◎
第　

回
西
日
本
オ
ー
ル
ド
カ
ー

２１
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル（
３
日
）

◎
高
尾
野
地
域
文
化
祭

　
（
８
、
９
日
）

★
周
南
市
・
出
水
市
友
好
都
市
提

携
調
印
式（　

日
）

１０

◎
出
水
市
大
産
業
祭（　

、　

日
）

１５

１６

◎
市
民
駅
伝
大
会（　

日
）

３０

◎
出
水
音
楽
祭
を
開
催（　

日
）

３０

　

月　
12◎

第
３
回
市
内
地
区
対
抗
駅
伝
競

走
大
会
で
出
水
地
区
が
２
連
覇

し
、
優
勝（　

日
）

１４
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歳
に
な
っ
て
も
、
自
分
の
歯
で
お
い
し
く
食
事
を
し
て
ほ

８０
し
い
と
い
う
願
い
か
ら
国
を
挙
げ
て
８
０
２
０
運
動
を
推
進

し
て
い
ま
す
。

　

本
市
で
は
、
生
涯
に
わ
た
っ
て
自
分
の
歯
を
守
る
努
力
を
し
、

８
０
２
０
を
達
成
し
た
心
身
共
に
健
康
で
い
き
い
き
と
し
た

生
活
を
送
っ
て
い
る
方
々
に
表
彰
を
し
て
お
り
、　

月　

日
に

１１

１５

平
成　

年
度
の
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

２０

８
０
２
０
受
賞
者　

（
敬
省
略
）

（
氏　
　

名
）　
（
年
齢
）（
自
治
会
）

川　

元　

照　

夫　
　
　
 
名
古
東

８１

窪　

田　
　

公　
　
　
　
 
荘
下

８１

杉　

本　
　

正　
　
　
　
 
前
田

８０

田　

中　

フ
ジ
ヱ　
　
　
 
米
ノ
津
東

８４

肥　

本　

義　

男　
　
　
 
八
幡

８４

山　

�　
　

茂　
　
　
　
 
君
名
川

８０

袰　

川　

清　

信　
　
　
 
上
沖
田

８４

　
　
（
年
齢
は
、
受
賞
時
の
も
の
で
す
。）

め
ざ
そ
う　

８
０
２
０

!!

　

健
康
な
歯
は「
全
身
の
健
康
」へ
の
入
り
口

で
す
。
よ
く
か
ん
で
食
べ
る
こ
と
は
、
元
気

な
身
体
を
保
ち
、
病
気
を
予
防
す
る
こ
と
に

も
な
り
ま
す
。
そ
し
て
美
し
い
歯
や
口
元
は
、

は
つ
ら
つ
と
し
た
笑
顔
で
日
々
を
過
ご
す
こ

と
が
で
き
、
心
も
健
康
に
し
ま
す
。
今
日
か

ら
、
自
分
の
歯
や
子
ど
も
た
ち
の
歯
を
守
る

努
力
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

８
０
２
０
歯
科
表
彰
の
対
象
者
を
募
集

　

市
で
は
、　

歳
で
自
分
の
歯
を　

本
以
上

８０

２０

持
っ
て
い
る
方
を
表
彰
し
ま
す
。

対
象
者

　

歳
以
上（
平
成　

年　

月　

日
現
在
）で

８０

２１

１０

３１

食
べ
物
を
か
め
る
自
分
の
歯
を　

本
以
上

２０

持
っ
て
い
る
健
康
な
方

表
彰
時
期　

平
成　

年　

月
ご
ろ

２１

１１

募
集
期
限　

平
成　

年
９
月　

日（
水
）

２１

３０

申
込
・
問
い
合
せ
先

　

出
水
保
健
セ
ン
タ
ー（
�
�
２
１
４
３
）

�
�

�
�
�
�
�
�

� �����������������������

� ������������������������
�

�
�
�
�
�

平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成2222222222222222222200000000000000000000年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度平成20年度

8020 歯 科 表 彰8020 歯 科 表 彰
おめでとうございます！

場　　　　　所時　　　　　　期対　象　者名　称

出水保健センター
毎月第２火曜日
（午後１時～同１時３０分受付）

幼　児　定員３０人
　　　　（要予約）

予 約 歯 科
（フッ素塗布）

市内歯科医院
（対象者には事前に通知）

９月
４０歳、５０歳、６０歳、
７０歳の男女

歯周疾患検診

出水保健センター随時乳幼児、一般歯科保健相談

《歯科相談等のお知らせ》
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　ー』作品展 　
市
で
は
、
市
内
の
小
・
中
学
生
を

対
象
に
「
環
境
ポ
ス
タ
ー
」
の
作
品

を
募
集
し
ま
し
た
。 

　
小
学
生
の
部
に
は
９
校
か
ら
49
点
、

中
学
生
の
部
に
は
５
校
か
ら
40
点
の

作
品
が
寄
せ
ら
れ
、
厳
正
な
る
審
査

の
結
果
、
最
優
秀
賞
２
点
と
優
秀
賞

８
点
が
決
定
し
ま
し
た
。 

　
1 1
月
15
日
に
は
、
大
産
業
祭
の
メ

イ
ン
ス
テ
ー
ジ
で
表
彰
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。 

・　優秀賞作品 

東出水小学校５年　荒田恒平君 

最優秀賞 

小学生の部 小学生の部 

　ー』作品展 

優
秀
賞 

優
秀
賞 

優
秀
賞 

優
秀
賞 

出水小学校６年 
水流まなかさん 

西出水小学校６年 
長瑞季さん 

東出水小学校３年 
荒田晟愛さん 

米ノ津小学校６年 
松本彩里さん 

6広報いずみ ２００９（平成２１年）１/１号
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『環境ポスタ　
最優秀賞・　

大川内中学校３年　松永彩さん 

受賞した小・中学生の皆さん 

最優秀賞 

中学生の部 中学生の部 

『環境ポスタ　

優
秀
賞 

優
秀
賞 

優
秀
賞 

優
秀
賞 

荘中学校２年 
坂下智世さん 

出水中学校１年 
杉山円優さん 

出水中学校１年 
窪園栞さん 

江内中学校２年 
連尺野駿也君 

7 広報いずみ ２００９（平成２１年）１/１号
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関
連
の
記
事
を
掲
載
し
た
。（
３
自
治
会
）

○
子
ど
も
会
で
公
立
図
書
館
の
見
学
会
を
行

っ
た
。 

（
２
自
治
会
）

○
親
子
読
書
会
を
結
成
し
た
。 （
２
自
治
会
）

出
水
市
が
提
唱
し
た
取
り
組
み
以
外

の
ユ
ニ
ー
ク
な
実
践
例

○
毎
週
土
曜
日
を
自
治
会
文
庫
の
開
館
日
と

し
、
子
ど
も
達
の
安
全
見
守
り
と
図
書
の

貸
し
出
し
の
た
め
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
１
人

（
大
人
）が
必
ず
出
席
す
る
よ
う
に
し
た
。

○
子
ど
も
会
の
行
事
と
し
て
読
書
月
間
を
設

け
、
家
庭
で
も
行
う
よ
う
に
し
た
。

○「
読
書
し
ゅ
う
か
ん
カ
レ
ン
ダ
ー
」に
取
り

組
ん
だ
。

○「
地
域
子
ど
も
会
読
書
の
集
い
」を
申
し
込

ん
だ
。

○
紙
芝
居
を
読
み
聞
か
せ
し
た（
４
月「
カ
ラ

ス
太
郎
」、
９
月
十
五
夜「
お
つ
き
み
こ
び

と
の
お
は
な
し
」）。

○
読
ん
で
楽
し
か
っ
た
本
を
紙
芝
居
に
し
、

そ
の
こ
と
に
よ
り
読
書
の
質
を
高
め
内
容

の
深
化
を
図
ろ
う
と
子
ど
も
会
に
も
ち
か

け
た
が
、
う
ま
く
行
か
な
か
っ
た
。
現
在

有
志
に
よ
る
紙
芝
居
の
グ
ル
ー
プ
を
結
成

し
、
活
動
し
て
い
る
。

○
子
ど
も
た
ち
が
そ
れ
ぞ
れ
好
き
な
本
の
タ

イ
ト
ル
と
あ
ら
す
じ
等
を
画
用
紙
に
書
き

発
表
し
た
。
本
を
各
自
持
参
し
て
紹
介
し

あ
っ
た
。

○
夏
休
み
期
間
中
、
毎
週
水
曜
日
午
後
１
時

　

分
か
ら
３
時　

分
ま
で
の
２
時
間
、
公

３０

３０

民
館
で
読
み
聞
か
せ
会
を
行
っ
た
。

○
夏
休
み
期
間
中
、
毎
週
月
曜
日
午
後
６
時

か
ら
同
６
時　

分
ま
で
、
読
書
会
を
行
っ

４０

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　
「
読
書
活
動
日
本
一
の
ま
ち
づ
く
り
」の
２

年
目
で
あ
っ
た
昨
年
は
、
さ
ら
に
多
く
の
市

民
の
皆
様
に
活
動
に
参
加
い
た
だ
き
、
読
書

活
動
の
輪
が
広
が
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
今
年

は
３
年
目
で
す
。「
い
つ
で
も　

ど
こ
で
も　

手
に
本
を
」を
合
言
葉
に
読
書
活
動
を
推
進

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

地
域
に
お
け
る
読
書
活
動
の
広
が
り

　

平
成　

年
８
月
に
、
地
域
で
ど
の
よ
う
な

２０

取
り
組
み
が
な
さ
れ
た
の
か
等
の
調
査
を
行

い
、　

自
治
会
か
ら
回
答（
回
答
率
は　

㌫
）

１７１

６７.１

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ご
協
力
い
た
だ
き
ま

し
た
自
治
会
長
、
子
ど
も
会
育
成
会
長
の
皆

様
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
今
回
の
調

査
結
果
を
２
回
に
分
け
て
紹
介
し
ま
す
。

数
多
く
実
践
さ
れ
た
取
り
組
み

○
自
治
会
の
役
員
会
や
総
会
等
会
合
時
に
読

書
活
動
の
こ
と
を
話
し
た
。（　

自
治
会
）

９２

○
読
書
活
動
に
関
す
る
放
送
を
行
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（　

自
治
会
）

８６

○
子
ど
も
会
で
夏
休
み
期
間
中
、
ラ
ジ
オ
体

操
後
朝
読
み
を
行
っ
た
。 
（　

自
治
会
）

６７

○
自
治
会
の
放
送
設
備
で
本
読
み
を
行
っ
た
。

（　

自
治
会
）

５３

○
自
治
会（
子
ど
も
会
）文
庫
を
設
置
し
た
。

（　

自
治
会
）

３８

○
子
ど
も
会
の
定
例
会
等
で
読
み
聞
か
せ
会

を
行
っ
た
。 

（　

自
治
会
）

２５

○
自
治
会
の
広
報
誌
・
機
関
紙
に
読
書
活
動

関
連
の
記
事
を
掲
載
し
た
。（　

自
治
会
）

１４

地域子ども会読書の集い（上沖田自治会）

○
子
ど
も
会
の
定
例
会
で
本
読
み
を
行
っ
た
。

（　

自
治
会
）

１３

平
成　

年
度
に
初
め
て
実
践
し
た
取
り
組
み

２０

○
自
治
会
の
役
員
会
や
総
会
等
会
合
時
に
読

書
活
動
の
こ
と
を
話
し
た
。（　

自
治
会
）

４７

○
読
書
活
動
に
関
す
る
放
送
を
行
っ
た
。

（　

自
治
会
）

５０

○
子
ど
も
会
で
夏
休
み
期
間
中
、
ラ
ジ
オ
体

操
後
朝
読
み
を
行
っ
た
。 
（　

自
治
会
）

２４

○
子
ど
も
会
の
定
例
会
等
で
読
み
聞
か
せ
会

を
行
っ
た
。 

（　

自
治
会
）

１１

○
自
治
会
の
放
送
設
備
で
本
読
み
を
行
っ
た
。

（　

自
治
会
）

１８

○
自
治
会（
子
ど
も
会
）文
庫
を
設
置
し
た
。

（　

自
治
会
）

１３

○
子
ど
も
会
の
定
例
会
等
で
本
読
み
を
行
っ

た
。 

（
４
自
治
会
）

○
自
主
的
に
啓
発
チ
ラ
シ
を
作
っ
て
家
庭
に

配
付
し
た
。 

（
３
自
治
会
）

○
毎
月　

日
も
し
く
は
前
後
の
日
に
読
書
に

２３

関
す
る
行
事
を
行
っ
た
。 
（
３
自
治
会
）

○
自
治
会
の
広
報
紙
・
機
関
紙
に
読
書
活
動
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思
い
ま
す
。

利
用
時
間　

定
例
会
等
、
公
民
館
開
放
時
に
利
用
し
て

い
ま
す
。
公
民
館
外
へ
の
貸
出
は
行
っ
て

い
ま
せ
ん
。

利
用
状
況　

子
ど
も
会
文
庫
の
本
は
主
に
１
人
読
み
用

と
し
て
利
用
し
て
い
き
ま
す
。
第
３
土
曜

日
は
子
ど
も
会
の
定
例
会
も
あ
り
、
た
く

さ
ん
の
子
ど
も
が
本
を
読
ん
で
い
ま
す
。

ま
た
、
夏
休
み
の
ラ
ジ
オ
体
操
後
は
朝
読

み
も
行
い
ま
し
た
。

今
後
の
活
用
方
法

平
成　

年
度
も
自
治
会
員
に
呼
び
か
け
、

２０

本
を
集
め
る
予
定
で
す
。

ま
た
、
敬
老
会
や
婦
人
会
等
と
本
を
通
し

た
交
流
も
行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
ま
た
、
子
ど
も
会
で
読
み
聞
か
せ

大
会
が
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
が
、

子
ど
も
会
文
庫
に
は
読
み
聞
か
せ
が
で
き

そ
う
な
本
が
な
か
な
か
な
い
の
で
、
市
立

図
書
館
の
本
も
利
用
し
な
が
ら
読
書
活
動

を
行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

歴
史
民
俗
資
料
館
歴
史
講
座

　
「
消
え
た
薩
州
島
津
家
菩
提
寺
」

　

〜
薩
摩
の
寺
こ
わ
し
の
一
考
察
〜

　

初
代
島
津
用
久

（
も
ち
ひ
さ
）が
出
水

の
亀
ヶ
城
に
入
っ
た

享
徳
２
年（
１
４
５

３
年
）か
ら
七
代
忠

辰（
た
だ
と
き
）が
、

朝
鮮
の
役
の
不
首
尾

で
改
易
さ
れ
た
文
禄

２
年（
１
５
９
３
年
）

ま
で
の
約　

年
、
出
水
地
方
は
薩
州
島
津
家

１４０

に
統
治
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
今
回
の
歴
史
講

座
は
そ
の
薩
州
島
津
家
の
菩
提
寺
と
薩
摩
の

寺
こ
わ
し（
廃
仏
毀
釈
）に
関
す
る
お
話
で
す
。

　

薩
州
島
津
家
に
よ
る
出
水
地
方
の
統
治
、

薩
州
島
津
家
の
菩
提
寺
、
ま
た
薩
摩
の
寺
こ

わ
し
の
背
景
な
ど
を
分
か
り
や
す
く
丁
寧
に

お
話
し
ま
す
。

　

郷
土
の
歴
史
を
学
ぶ
良
い
機
会
で
す
の
で
、

奮
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日　

時　

１
月　

日（
日
）

１８

　

午
後
１
時　

分
か
ら
１
時
間　

分
程
度

３０

３０

場　

所　

出
水
市
立
中
央
図
書
館

講　

師　

鹿
児
島
県
教
育
委
員
会
参
与

　
　
　
　

秋
吉　

龍
敏　

氏（
出
水
市
出
身
）

定　

員　
　

人（
電
話
等
で
申
し
込
ん
で
く

６０

だ
さ
い
）

受
講
料　

無
料

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　

市
立
中
央
図
書
館（
�
�
２
１
０
５
）

　

市
出
水
歴
史
民
俗
資
料
館

　
（
�
�
０
２
５
６
）

た
。
毎
回
小
・
中
学
生
が
平
均　

人
程
度

１０

参
加
し
た
。

○
親
子
会
に
て
、「
読
書
活
動
日
本
一
の
ま

ち
づ
く
り
」に
関
す
る
市
の
資
料
を
紹
介

し
、
資
料
の「
読
書
記
念
日
」に
つ
い
て
細

か
く
説
明
し
た
。
読
書
活
動
を
行
う
た
め
、

親
子
共
に
取
り
組
む
事
に
つ
い
て
話
し
合

っ
た
。
市
の
資
料
は
コ
ピ
ー
し
て
各
世
帯

に
配
付
し
た
。

○
自
治
会
報
に
て
朝
読
み
の
実
施
に
つ
い
て

告
知
し
た
。
朝
読
み
後
は
、
自
治
会
報
に

自
治
会
員
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
声
を
掲
載
し

た
。

○
毎
年　

月
に
読
み
聞
か
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

１２

の
方
々
に
お
願
い
し
、
楽
し
い
ク
リ
ス
マ

ス
会
を
開
い
て
い
る
。

○
図
書
館
の
職
員
の
方
か
ら
読
み
聞
か
せ
を

し
て
い
た
だ
い
た
。
公
民
館
で
も
親
会
の

会
員
が
読
み
聞
か
せ
を
２
回
行
っ
て
い
る
。

○
子
ど
も
会
に
て
、
市
立
図
書
館
の
主
催
で

「
地
域
こ
ど
も
会
読
書
の
集
い
」を
実
施
し

た
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
に
紙
芝
居
や
エ

プ
ロ
ン
シ
ア
タ
ー
、
読
み
聞
か
せ
等
を
し

て
頂
い
た
。

子
ど
も
会

子
ど
も
会（
自
治
会
）文

（
自
治
会
）文
庫
の
紹
介

庫
の
紹
介

　

下
中
自
治
会

設
置
時
期

　

平
成
３
年
２
月
に
設
置

設
置
方
法

自
治
会
の
方
か
ら
本
と
本
棚
の
寄
贈
を
受

け
た
の
が
始
ま
り
で
し
た
。
本
は
３
、
４

月
ご
ろ
に
廃
品
回
収
を
行
い
、（
子
ど
も

が
卒
業
式
や
入
学
式
が
あ
る
た
め
）家
庭

で
読
ま
れ
な
く
な
っ
た
本
を
集
め
、
内
容

や
状
態
を
み
て
選
書
を
行
っ
て
い
ま
す
。

マ
ン
ガ
も
多
く
、
文
庫
と
し
て
置
け
る
本

は
そ
れ
ほ
ど
多
く
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
少

し
ず
つ
増
や
し
て
い
き
た
い
で
す
。

な
お
、
文
庫
名
を「
下
中
子
供
会
文
庫
」と

名
づ
け
、
紙
で
案
内
板
を
作
り
本
棚
の
上

に
設
置
し
て
い
ま
す
。

蔵
書
冊
数

約　

冊
。
世
界
文
学
全
集
や
辞
典
等
、
児

１２０
童
向
け
の
蔵
書
に
な
っ
て
い
ま
す
。
絵
本

が
な
い
の
で
、
今
後
揃
え
て
い
き
た
い
と

子ども会文庫（八幡自治会）

龍 光 寺

子ども会文庫（下中自治会）
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出水市議会第３回定例会出水市議会第３回定例会おお らら せせ知知

国の肥料・燃油高騰対策事業が実施されます 
肥料・燃油高騰対策事業の概要や申請手続きをＱ＆Ａで紹介します。 

Ｑ１．どのような農家が対象になるのですか？ 
　Ａ．化学肥料・施設園芸の燃油の使用量をそれぞれ２割以上減らした農業者グループが対象となります。 

Ｑ２．国からいくら補てんしてもらえるのですか？ 
　Ａ．燃油費・肥料費の増加分の７割が助成されます。 

Ｑ３．全ての作物が対象となるのですか？ 
　Ａ．①肥料対策については、肥料を施用するすべ

ての作物が対象となります。 
ただし、水稲農家の場合、２０年産の生産調整
を実施しているか、または２１年産において
生産調整の実施を確約することが必要です。 

　　　②燃油対策については、施設園芸作物のみが
対象です。 

Ｑ６．どの時期に使用する燃油・肥料が支援の対象
になるのですか？ 

　Ａ．燃油については、本年秋～来年春にかけての
施設園芸の加温に要する燃油費が対象となり
ます。 

　　　（ただし、燃油単価８９．２円／㍑以下の場合は対
象になりません。） 

　　　肥料については、平成２０年肥料年度（平成２０年
７月～２１年６月）に肥料を購入し、期間中に施
肥・作付けを開始する作物の肥料費を対象に
します（茶、果樹など永年性作物は平成２０年７
月以降の前年収穫後に開始する施肥から対象）。 

Ｑ８．いつまでに、どこに申請したらよいですか？ 
　Ａ．〈申請先〉 
　　　〇肥料を農協から購入　⇒　農協へ 
　　　（農協部会加入者は、農協生産部会で申請） 
　　　〇市内肥料販売店から購入⇒　市へ 
　　　（農協申請者以外の方をグループ化し、申請） 
　※それぞれの購入先から証明書が発行される予定です。 
　※申込書提出期限は、平成２１年１月３０日です。 

Ｑ７．燃油・肥料の使用量は何で確認するのですか？ 
　Ａ．それぞれの使用量は購入伝票や領収書、農協

や肥料・燃油販売店等の納品記録等で確認し
ます。 

Ｑ４．２割以上の使用量の低減はどのようにして判
断するのですか？ 

　Ａ．低減取組みの判定については、省エネ技術・
施肥低減技術の利用状況をチェックシート判
定します。 

　　　申請の際の計画書に、「燃油・肥料を２割以上
低減する」、「１割程度低減する」技術が定め
られており、２割以上低減技術に関しては１
つでも取り組むことで、また１割程度低減す
る技術に関しては２つ以上組み合わせて取り
組むことで使用量を低減したとみなされます。 

Ｑ５．すでに、これまでに２割以上の低減努力をし
てきた農家は、支援対象にならないのですか？ 

　Ａ．本年度において、何らかの追加的な取り組み
（例：暖房・保温設備のきめ細かな点検・補
修や、有機質肥料の導入など）を行うことで
対象となります。これもチェックシートで判
定を行います。 

☆農協以外の市内肥料販売店から肥料を購入されて
いる方（肥料販売店を含む）への説明会を実施します。 

　日時：平成２１年１月９日（金）　午後１時３０分～ 
　場所：市中央公民館小ホール 
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おお らら せせ知知
　

市
で
は
、
次
の
と
お
り
、
出
水

市
家
庭
相
談
員（
母
子
自
立
支
援

員
）を
募
集
し
ま
す
。

採
用
予
定
人
員　

１
人

応
募
資
格

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者

で
市
内
に
居
住
し
、
昭
和　

年
２０

４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
者

①
大
学
に
お
い
て
、
児
童
福
祉
、

社
会
福
祉
、
児
童
学
、
心
理
学
、

教
育
学
も
し
く
は
社
会
学
を
専

修
す
る
学
科
ま
た
は
こ
れ
ら
に

相
当
す
る
課
程
を
修
め
て
卒
業

し
た
者

②
医
師

③
社
会
福
祉
主
事
と
し
て
２
年
以

上
児
童
福
祉
事
業
に
従
事
し
た

者
④
①
〜
③
に
準
ず
る
も
の
で
あ
っ

て
、
家
庭
相
談
員
と
し
て
必
要

な
学
識
経
験
を
有
す
る
者

業
務
内
容

こ
ど
も
課
が
行
う
家
庭
児
童
福

祉
お
よ
び
母
子
自
立
支
援
業
務

の
う
ち
、
主
と
し
て
専
門
的
技

術
を
要
す
る
業
務

受
付
期
間

平
成　

年
１
月
５
日（
月
）か
ら

２１

１
月　

日（
金
）ま
で
の
午
前
８

３０

時　

分
か
ら
午
後
５
時　

分
ま

３０

１５

で
。
た
だ
し
、
土
曜
・
日
曜
日
、

祝
日
は
除
き
ま
す
。

申
込
方
法

履
歴
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

本
庁
市
民
福
祉
部
こ
ど
も
課
子

育
て
支
援
係
に
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

選
考
方
法

面
接
試
験（
日
時
・
場
所
に
つ

い
て
は
、
申
込
者
に
直
接
連
絡

し
ま
す
。）

た
だ
し
、
適
任
者
が
な
け
れ
ば
、

採
用
い
た
し
ま
せ
ん
。

採
用
年
月
日（
予
定
）

　

平
成　

年
４
月
１
日

２１

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
こ
ど
も
課
子
育
て
支
援
係

（
�
�
４
０
４
７
）

　

鹿
児
島
地
方
法
務
局
川
内
支
局

職
員
に
よ
る「
法
務
局
サ
ン
デ
ー

相
談
所
」が
開
設
さ
れ
ま
す
。
登

記
、
戸
籍
・
国
籍
、
供
託
、
人
権

な
ど
の
問
題
で
お
困
り
の
方
は
、

こ
の
機
会
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
厳
守
さ

れ
ま
す
。

　

な
お
、
相
談
に
は
資
料
を
ご
持

参
く
だ
さ
い
。

日　

時　

　

平
成　

年
１
月　

日（
日
）

２１

２５

　

午
前　

時
〜
午
後
４
時

１０

場　

所
薩
摩
川
内
市
す
こ
や
か
ふ
れ
あ

い
プ
ラ
ザ

出
水
市
家
庭
相
談
員（
母
子

自
立
支
援
員
兼
務
）を
募
集

問
い
合
わ
せ
先

　

鹿
児
島
地
方
法
務
局
川
内
支
局

（
�
０
９
９
６
�　

�
２
３
０

２２

０
）

　

家
族
間
の
問
題
や
相
続
・
財
産

の
問
題
、
差
別
・
い
じ
め
問
題
な

ど
で
お
悩
み
の
方
は
、
こ
の
機
会

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
相
談
料
は

無
料
で
、
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

日　

時　

１
月
８
日（
木
）

　

午
前　

時
か
ら
午
後
３
時
ま
で

１０

場　

所　

高
尾
野
農
村
環
境
改
善

セ
ン
タ
ー

問
い
合
わ
せ
先

　

本
庁
市
民
生
活
課
生
活
環
境
係

　
（
�
�
４
０
４
２
）

高
尾
野
支
所
市
民
福
祉
課
市
民

生
活
グ
ル
ー
プ（
�
�
５
４
１

６
）

特
設
人
権
相
談
を
開
催

　

市
で
は
、
市
か
ら
の
送
付
用
の

封
筒
に
掲
載
す
る
広
告
を
次
の
と

お
り
募
集
し
ま
す
。

申
込
方
法　

２
月　

日（
金
）ま
で

２７

に
、
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
郵
送
、

電
子
メ
ー
ル
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

※
応
募
締
め
切
り
後
、
市
封
筒
広

告
掲
載
基
準
を
基
に
審
査
し
、

決
定
し
た
後
に
掲
載
し
ま
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　

本
庁
総
務
課
行
政
係

（
�
�
４
０
２
２

：

直
通
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
�
０
６
８
０
、
Ｅ
メ
ー

ル：
som
uka_c@

city.izum
i.

kagoshim
a.jp

）

　

原
材
料
価
格
の
高
騰
に
よ
り
経

営
環
境
が
悪
化
し
、
必
要
な
事
業

資
金
の
円
滑
な
調
達
に
支
障
を
来

し
て
い
る
中
小
企
業
者
を
支
援
す

る
た
め
の
国
の
保
証
制
度
が
創
設

さ
れ
ま
し
た
。

　

市
で
は
、
当
保
証
の
対
象
と
な

る
事
業
所
で
あ
る
こ
と
の
認
定
を

行
っ
て
い
ま
す
。（
認
定
後
に
、

金
融
機
関
・
信
用
保
証
協
会
に
よ

る
審
査
が
あ
り
ま
す
。）

対　

象
国
が
指
定
す
る
業
種（　

業
種
）

６９８

を
営
ん
で
い
る
事
業
所（
業
種

に
つ
い
て
は
中
小
企
業
庁
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジhttp://w

w
w
.chusho.m

e
ti.go.jp

で
ご
覧
い
た
だ
け
ま

す
。）

保　

証

　

信
用
保
証
協
会　

�
保
証

１００

保
証
額

一
般
保
証
と
別
枠
で
８
千
万
円

ま
で
の
保
証
利
用
が
可
能

融
資
期
間　
　

年
以
内

１０

問
い
合
わ
せ
先

　

本
庁
商
工
観
光
課
商
工
労
政
係

　
（
�
�
４
０
５
９
）

　

出
水
商
工
会
議
所

　
（
�
�
１
３
３
７
）

　

鶴
の
町
商
工
会

　
（
�
�
１
０
６
５
）

法
務
局
サ
ン
デ
ー
相
談
所

を
開
設

市
の
封
筒
に
掲
載
す
る

広
告
を
募
集

１枠の
掲載料

枠の規格組数募集枠掲載枚数封筒規格

９０，０００円６�×２０�１組４枠４万枚角形２号

１００，０００円８．５�×９�２組２枠４万５千枚長形３号

緊
急
保
証
制
度
を
創
設
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みみ
んん
なな
でで
つつ
くく
ろろ
うう
！！
自自
治治
基基
本本
条条
例例

第第

回回

第第
二二
回回
市市
民民
キキ
ャャ
ララ
ババ
ンン
をを
終終
ええ
てて

1100

　

私
た
ち
策
定
検
討
委
員
会（
会
長　

山

岡
冨
士
男
）は
、　

月　

日
か
ら　

月
１

１１

１０

１２

日
に
か
け
て
、
市
内
の　

会
場
で
第
二
回

１２

市
民
キ
ャ
ラ
バ
ン（
説
明
会
）を
開
催
し
、

　

名
の
方
々
に
参
加
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

２１２会
場
で
出
さ
れ
た
意
見
と
ア
ン
ケ
ー
ト
に

よ
る
意
見
は
、
約　

件
に
な
り
、
策
定
検

１４０

討
委
員
会
で
は
、
第
一
回
市
民
キ
ャ
ラ
バ

ン
で
出
さ
れ
た
意
見
と
同
様
に
、
こ
の
意

見
を
踏
ま
え
て
、
再
度
の
条
文
修
正
や
意

見
へ
の
対
応
を
検
討
し
て
お
り
ま
す
。

　

市
民
キ
ャ
ラ
バ
ン
で
の
意
見
で
は
、
自

治
会
へ
の
未
加
入
問
題
に
つ
い
て
、
多
く

の
意
見
が
あ
っ
た
ほ
か
、「
こ
の
よ
う
な

当
た
り
前
の
こ
と
を
明
文
化
す
る
意
味
は

あ
る
の
か
」、「
市
長
へ
の
提
言
を
３
月
に

こ
だ
わ
ら
な
い
で
も
っ
と
市
民
に
周
知
し

て
欲
し
い
」な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。

○
市
民
へ
の
周
知

　

市
長
へ
の
提
言
を
先
延
ば
し
し
、
も
っ

と
市
民
に
周
知
し
て
欲
し
い
と
い
う
こ
と

に
対
し
て
は
、
市
と
協
議
す
る
必
要
が
あ

る
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
の
理
由
の
一
つ

と
し
て
は
、
市
民
周
知
が
達
成
さ
れ
た
と

す
る
時
点
の
判
断
が
難
し
い
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
も
う
一
つ
の
理
由
は
、
再
度
市
民

意
見
を
反
映
す
る
機
会
が
あ
る
と
考
え
て

い
る
か
ら
で
す
。
市
長
へ
の
提
言
後
は
、
市

が
市
議
会
に
上
程
す
る
最
終
案
を
作
成
す
る

段
階
に
お
い
て
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
等

に
よ
り
市
民
意
見
を
聴
取
す
る
手
続
き
等
が

行
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

○
明
文
化
の
意
味
は

　

こ
の
条
例
で
当
た
り
前
の
こ
と
を
明
文

化
す
る
こ
と
に
は
、
大
き
な
意
味
が
あ
り

ま
す
。
今
ま
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
目
的
達
成

の
た
め
に
条
例
等
を
設
け
て
実
施
し
て
い

た
制
度
が
、
自
治
の
最
高
規
範
性
を
持
た

せ
る
こ
の
条
例
の
趣
旨
に
基
づ
き
相
互
に

連
動
す
る
こ
と
で
、
自
治
の
推
進
と
い
う

大
き
な
目
標
に
向
け
た
生
け
る
制
度
へ
と

変
わ
り
、
ま
た
そ
の
こ
と
に
よ
り
、
そ
れ

ぞ
れ
の
制
度
の
目
的
や
必
要
性
が
再
認
識

さ
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
考

え
て
い
ま
す
。

○
キ
ャ
ラ
バ
ン
を
終
え
て

　

キ
ャ
ラ
バ
ン
会
場
で
は
、
自
治
会
に
関

す
る
こ
と
や
法
律
等
に
基
づ
き
行
わ
れ
る

行
政
サ
ー
ビ
ス
等
に
対
す
る
ご
意
見
に
対

し
、
策
定
検
討
委
員
会
の
立
場
で
は
回
答

す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
委
員
の
私
的
意
見

と
し
て
述
べ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
こ
と

を
ご
理
解
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

自
治
基
本
条
例
は
、
制
定
さ
れ
た
後
、

ど
の
よ
う
に
生
か
す
か
が
重
要
で
、
市
民

み
ん
な
で
見
守
り
、
育
て
て
い
く
べ
き
も

の
と
考
え
て
い
ま
す
。
自
治
の
推
進
に
ど

う
取
り
組
ん
で
い
く
か
。
い
よ
い
よ
こ
れ

か
ら
が
ス
タ
ー
ト
に
な
り
ま
す
。

日　　時　平成２１年１月１８日（日）

　　　　　午前８時３０分～正午

場　　所　出水市下大川内（高牟礼）

内　　容　竹炭釜作り

対 象 者　小・中学生および保護者ならびに一般

定　　員　２０人程度

参 加 料　無料

服装および携行品　　

　作業のできる服装（長ズボン、長そでシャツ）軍手

申込期限　平成２１年１月１７日（土）

申込方法　

　電話またはＦＡＸでお申し込みください。

申込・問い合わせ先　

　いずみネイチャーゲームの会【肱岡】

　（�・ＦＡＸ�８７８０）

第６回ネイチャーゲーム第６回ネイチャーゲーム
「竹炭釜作りに挑戦しよう！」「竹炭釜作りに挑戦しよう！」

日　　時　平成２１年１月２５日（日）

　　　　　午前８時３０分～午後０時３０分

場　　所　出水市向江自治公民館

内　　容　川と私たちの暮らしについて考えてみよ

う

対 象 者　小・中学生および保護者

定　　員　３０人程度

参 加 料　無料

服　　装　寒くない服装

申込期限　平成２１年１月２３日（金）

申込方法

　電話またはＦＡＸでお申し込みください。

申込・問い合わせ先

　いずみネイチャーゲームの会【肱岡】

　（�・ＦＡＸ�８７８０）

第７回ネイチャーゲーム第７回ネイチャーゲーム
「つくろう！川のあるまちの設計図」「つくろう！川のあるまちの設計図」
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保健センターだより
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糖
尿
病
シ
リ
ー
ズ
③

『
糖
尿
病
食
は
長
寿
食
』

　
「
糖
尿
病
の
食
事
療
法
」と
い
う

と
、
皆
さ
ん
は
ど
ん
な
食
事
を
連

想
し
ま
す
か
？
甘
い
も
の
は
一
切

食
べ
て
は
い
け
な
い
、
厳
し
い
制

限
を
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
る
方
も
い
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？
実
際

に
は
、
糖
尿
病
だ
か
ら
と
い
っ
て

「
絶
対
食
べ
て
は
い
け
な
い
も
の
」

は
あ
り
ま
せ
ん
し
、「
こ
れ
さ
え

食
べ
れ
ば
糖
尿
病
が
治
る
も
の
」

も
あ
り
ま
せ
ん
。
糖
尿
病
治
療
の

た
め
に
必
要
な
の
は
、
特
別
な
食

事
で
は
な
く
、
過
食
・
偏
食
を
せ

ず
に
、
毎
食
、
規
則
正
し
く
食
べ

る
こ
と
で
す
。
こ
れ
は
、
糖
尿
病

治
療
だ
け
で
な
く
、
健
康
な
方
の

健
康
維
持
に
も
有
用
で
す
。
そ
の

た
め
、「
糖
尿
病
食
は
長
寿
食
」と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。

過
食
を
し
な
い

（
適
正
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
食
事
）

　

適
正
な
体
重
を
保
ち
な
が
ら
日

常
の
生
活
に
必
要
な
量
の
食
事
を

摂
る
こ
と
で
、
血
糖
を
良
好
に
保

つ
だ
け
で
な
く
、
肥
満
・
脂
質
異

常
な
ど
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

腹
八
分
目
を
心
掛
け
て
、
必
要
以

上
に
食
べ
過
ぎ
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。
ま
た
、
脂
質
は
少
量
で

も
高
カ
ロ
リ
ー
で
す
。
油
脂
を
多

く
含
む
食
品
や
料
理
は
、
摂
り
過

ぎ
て
カ
ロ
リ
ー
オ
ー
バ
ー
に
な
ら

な
い
よ
う
注
意
が
必
要
で
す
。

偏
食
を
し
な
い

　
（
栄
養
バ
ラ
ン
ス
が
良
い
食
事
）

　

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
適
正
に
し
て
も
、

そ
の
中
身
の
栄
養
が
偏
っ
て
い
て

は
意
味
が
あ
り
ま
せ
ん
。
摂
っ
た

栄
養
を
体
の
中
で
有
効
に
活
用
す

る
た
め
に
は
、
炭
水
化
物
・
脂

質
・
た
ん
ぱ
く
質
・
ビ
タ
ミ
ン
・

ミ
ネ
ラ
ル
な
ど
を
バ
ラ
ン
ス
良
く

摂
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

毎
食
、
主
食（
ご
は
ん
・
パ
ン
・

め
ん
）、
主
菜（
肉
・
魚
・
卵
・
大

豆
製
品
な
ど
）、
副
菜（
野
菜
・
き

の
こ
・
海
藻
な
ど
）を
揃
え
た
、

い
わ
ゆ
る「
定
食
型
」の
食
事
を
し

ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
野
菜
の
目
標
摂
取
量
は

１
日
に　

�
と
言
わ
れ
て
い
ま
す

３５０

が
、
日
本
人
の
平
均
摂
取
量
は　
２９２

�
と
不
足
し
て
い
ま
す
。
主
食
・

主
菜
は
量
を
決
め
て
食
べ
過
ぎ
な

い
よ
う
に
し
、
野
菜
は
た
っ
ぷ
り

と
食
べ
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

毎
食
規
則
正
し
く
食
べ
る

　

朝
食
を
欠
食
し
た
り
、
夕
食
に

多
食
し
た
り
と
不
規
則
な
食
事
を

す
る
と
、
食
後
の
高
血
糖
や
空
腹

時
の
低
血
糖
の
原
因
と
な
り
ま
す
。

１
日
に
必
要
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

朝
・
昼
・
夕
と
等
分
に
し
、
毎
食

だ
い
た
い
決
ま
っ
た
時
間
に
食
べ

る
よ
う
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

保
健
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り
　

保
健
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り
　 
保
健
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り
　

保
健
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り
　 
保
健
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り
　

保
健
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り
　 
保
健
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り
　 34

国税庁ホームページで国税庁ホームページで
確定申告書等作成コーナーを提供しています確定申告書等作成コーナーを提供しています　
　国税庁のホームページに掲載している確定
申告書等作成コーナーでは、画面案内に従っ
て金額等を入力することで確定申告書等を作
成することができます（http://www.nta.go.jp）。
　作成した確定申告書等は印刷して税務署へ
提出することができます。
　また、電子申告用データを作成すれば、電
子申告により申告等を行うことができます
（贈与税を除く）。
　なお、平成２１年１月４日以降に電子申告を
利用して所得税の確定申告をされると、
①本人の電子署名および電子証明書を付けて
申告期限までに申告された方は、所得税の
額から５千円（その年分の所得税を限度と
します。）を控除することができます（平成
１９年分で控除を受けた方については、平成
２０年分の控除はできません）。
②医療費の領収書や源泉徴収票等の提出また
は提示に代えて、その記載内容を入力して
送信することができます（申告期限から３
年間は、税務署長の要求に対し提出または
提出義務があります。）。
③電子申告を利用して申告された還付申告は
早期処理しています（３週間程度）。
※詳細はｅ－Ｔａｘホームページをご覧くださ
い。（http://www.e-tax.nta.go.jp）

問い合わせ先
　出水税務署（��０２００）

製製製製製製製製製製造造造造造造造造造造事事事事事事事事事事業業業業業業業業業業所所所所所所所所所所のののののののののの皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆様様様様様様様様様様へへへへへへへへへへ製造事業所の皆様へ
～工業統計調査にご協力をお願いします～

　経済産業省、県および市では、工業統計調査を平成２０年１２月３１
日現在で実施します。
　この調査は、製造業を営むすべての事業所を対象として、製造
業の実態や活動実態を明らかにするために行われ、調査の結果は、
国や県、地方公共団体の行政施策の重要な基礎資料として利用さ
れています。調査の実施に当たっては、統計調査員が、調査票等
を持って平成２０年１２月下旬から平成２１年１月にかけて各事業所に
お伺いします。
　調査票にご記入いただいた内容については、統計法により秘密
の厳守が定められており、統計以外の目的で使用されることはあ
りません。
　調査の必要性をご理解いただき、ご協力をお願いします。
問い合わせ先
　本庁情報統計課（��４０３５）

「「「「「「「「「「「ひひひひひひひひひひなななななななななな人人人人人人人人人人形形形形形形形形形形ひな人形」」」」」」」」」」」をををををををををををおおおおおおおおおお譲譲譲譲譲譲譲譲譲譲りりりりりりりりりりくくくくくくくくくくだだだだだだだだだだささささささささささいいいいいいいいいい！！！！！！！！！！お譲りください！
　観光かごしま大キャンペーン推進協議会では、ひな祭りにちな
んだイベント「篤姫のひなまつり」を実施します。
　これに伴い出水市でも、市内の一部ホテルや市観光施設でひな
飾りを設置します。
　つきましては、市観光施設に設置するひな人形を市民の方から
募集します。
　「引っ越しに伴い保管場所がなくなった」、「処分したいがなかな
か機会がない」など、ご家庭で眠ったままの「ひな人形」をお持ちの
方はぜひ、この機会に無償でお譲りください。
設置期間　平成２１年２月１日～同３月３１日
募集期間　平成２１年１月５日～同２３日
※お譲りいただける方は、次の募集要領をご確認ください。
募集要領
○お譲りいただける方は、電話でご連絡ください。
○連絡なしの直接搬入はご遠慮ください。
○一度お譲りいただいた人形は返却できませんのでご了承くださ
い。
○場合によっては、お断りさせていただく場合もありますのでご
了承ください。
連絡・問い合わせ先
　本庁商工観光課観光係（��４０６１）
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国民年金情報・消費生活情報
　

歳
は
、
国
民
年
金
加
入
の

２０ス
タ
ー
ト
年
齢
で
す
。

　
　

歳
に
な
っ
た
ら
国
民
年
金
の

２０
加
入
手
続
き
を
し
ま
し
ょ
う
。「
年

金
な
ん
て
ま
だ
先
の
こ
と
」と
思

わ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
国

民
年
金
は
老
後
の
生
活
保
障
だ
け

で
な
く
、
万
が
一
ス
ポ
ー
ツ
や
レ

ジ
ャ
ー
等
で
け
が
を
し
、
障
害
が

残
っ
た
と
き
な
ど
に
も
皆
さ
ん
を

守
っ
て
く
れ
ま
す
。
活
動
的
な
皆

さ
ん
に
こ
そ
、
も
し
も
に
備
え
る

国
民
年
金
が
重
要
だ
と
い
え
ま
す
。

　

学
生
で
保
険
料
を
納
め
る
こ
と

が
困
難
な
と
き
に
は
、
保
険
料
を

後
払
い
で
き
る「
学
生
納
付
特
例

制
度
」が
、
学
生
で
な
い
方
に
は
、

「
若
年
者
納
付
猶
予
制
度
」な
ど
が

あ
り
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

手
続
き
は
、
本
庁
・
各
支
所
の

年
金
担
当
窓
口
で
行
っ
て
く
だ
さ

い
。

失
業
給
付
・
高
年
齢
雇
用

継
続
給
付
を
受
け
る
と
き

　

年
金
を
受
け
て
い
る
方
が
失
業

給
付
ま
た
は
高
年
齢
雇
用
継
続
給

付
を
受
け
ら
れ
る
と
き
は
、
年
金

額
の
全
部
ま
た
は
一
部
が
支
給
停

止
に
な
る
の
で「
厚
生
年
金
保
険

老
齢
厚
生
年
金
受
給
権
者
支
給
停

　

問
い
合
わ
せ
先

　

▽
本
庁
市
民
生
活
課

　
　

住
民
年
金
係

　

▽
高
尾
野
支
所
市
民
福
祉
課

　

▽
野
田
支
所
市
民
福
祉
課

　
（
�
�
２
１
１
１
）

　

新
春
、
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
成
人
を
迎
え
る
方
々

に
も
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
成
人
す
る
と
い
う
こ
と

は
、
法
的
な
義
務
が
発
生
し
、
ま

た
、
社
会
的
な
責
任
を
問
わ
れ
る

よ
う
に
な
る
、
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

例
え
ば
、
契
約
に
つ
い
て
、
今

ま
で
は
親
権
に
よ
り
保
護
さ
れ
て

き
た
部
分
が
あ
り
ま
し
た
が
、
成

人
と
な
る
皆
さ
ん
は
、
こ
れ
か
ら

自
分
で
す
べ
て
の
責
任
を
持
た
な

け
れ
ば
な
ら
な
く
な
り
ま
す
。
契

約
に
不
慣
れ
で
あ
る
こ
の
時
期
に
、

悪
徳
業
者
に
だ
ま
さ
れ
る
新
成
人

の
方
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
契

約
は
、
慎
重
に
な
る
に
越
し
た
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
に
、

次
の
点
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

①
本
当
に
必
要
か
見
極
め
る
。

②
す
ぐ
に
結
論
を
出
さ
ず
、
親
や

親
戚
、
友
人
な
ど
に
相
談
す
る
。

③
専
門
の
機
関
に
相
談
す
る
。

　

他
に
も
、
喫
煙
や
飲
酒
が
認
め

ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
が
、
特

に
、
飲
酒
に
つ
い
て
は
注
意
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

ア
ル
コ
ー
ル
に
慣
れ
て
い
な
い

と
、
ア
ル
コ
ー
ル
の
許
容
量
が
分

か
ら
ず
、
過
剰
に
摂
取
し
て
し
ま

う
こ
と
が
多
く
、
急
性
ア
ル
コ
ー

ル
中
毒
に
陥
り
、
命
を
落
と
し
て

し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

過
剰
な
ア
ル
コ
ー
ル
摂
取
に
よ

る
悪
酔
い
や
タ
バ
コ
の
ポ
イ
捨
て

で
、
他
人
に
迷
惑
を
か
け
な
い
よ

う
に
、
成
人
ら
し
い
節
度
あ
る
行

動
を
心
掛
け
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。

※
消
費
生
活
に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル

は
、
本
庁
市
民
生
活
課
生
活
環

境
係
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

成
人
を
迎
え
る
皆
さ
ん
へ

国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国

民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民

年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年

金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金

情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情

報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報

国
民
年
金
情
報
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�
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�
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������������
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�
�
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�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
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知知知知知知知知知知っっっっっっっっっってててててててててててててててててててて知ってて
よよよよよよよよよよかかかかかかかかかかっっっっっっっっっったたたたたたたたたた！！！！！！！！！！よかった！　
消費生活情報
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止
事
由
該
当
届
」の
手
続
き
が
必

要
で
す
。

必
要
書
類

◎
失
業
給
付
を
受
け
ら
れ
る
と
き

「
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
」

ま
た
は「
船
員
失
業
保
険
証（
船

員
失
業
証
明
票
）」

◎
高
年
齢
雇
用
継
続
給
付
を
受
け

ら
れ
る
と
き

「
高
年
齢
雇
用
継
続
給
付
支
給

決
定
通
知
書
」ま
た
は「
高
齢
雇

用
継
続
給
付
支
給
決
定
通
知

書
」

　

手
続
き
は
川
内
社
会
保
険
事

務
所
ま
た
は
本
庁
・
各
支
所
の

年
金
担
当
窓
口
で
行
っ
て
く
だ

さ
い
。

年
金
受
給
者
の
皆
さ
ん
へ

　

老
齢
年
金
を
受
け
て
い
る
方
に

は
、
毎
年
１
月
中
に
社
会
保
険
業

務
セ
ン
タ
ー
か
ら
源
泉
徴
収
票
を

お
送
り
し
て
い
ま
す
。
税
金
の
確

定
申
告
を
す
る
と
き
に
は
、
こ
の

源
泉
徴
収
票
を
税
務
署
に
提
出
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
、
大
切

に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

　

源
泉
徴
収
票
は
、
老
齢
の
年
金

を
受
け
て
い
る
方
に
、
昨
年
中
に

支
払
っ
た
年
金
総
額
や
、
年
金
か

ら
差
し
引
い
た
所
得
税
額
な
ど
を

お
知
ら
せ
す
る
も
の
で
す（
障
害

年
金
、
遺
族
年
金
に
つ
い
て
は
、

課
税
の
対
象
と
な
っ
て
い
な
い
た

め
源
泉
徴
収
票
は
あ
り
ま
せ
ん
）。

　

源
泉
徴
収
票
が
２
月
に
な
っ
て

も
届
か
な
い
と
き
や
、
紛
失
し
た

と
き
は
、
川
内
社
会
保
険
事
務
所

（
�
０
９
９
６
―
２
２
―
５
２
７

６
）ま
た
は
本
庁
・
各
支
所
の
年

金
担
当
窓
口
に
お
申
し
出
く
だ
さ

い
。

※
１
月
は
２
回
開
催
さ
れ
ま
す
。

相
談
日　

１
月
８
日（
木
）

場　

所　

本
庁
３
階
大
会
議

相
談
日　

１
月　

日（
木
）

２２

場　

所　

高
尾
野
支
所
会
議
室

時　

間　

▼
午
前　

時
か
ら
午
後

１０

０
時　

分
ま
で　

▼
午
後
１
時

１５

か
ら
同
３
時
ま
で

内　

容　

国
民
年
金
・
厚
生
年
金

の
手
続
き
等

相
談
員　

川
内
社
会
保
険
事
務
所

職
員

出
水
地
区
年
金
相
談
所
を
開
設

【消費生活相談員の相談日時と場所】
【月・火・木・金曜日】
午前９時３０分～午後４時
（正午～午後１時を除く。）
本庁市民生活課内（��２１１１、内線１３５）
【水曜日】
午前９時３０分～正午
野田支所市民福祉課内（��２１１１、内線７４１）
【水曜日】
午後１時３０分～午後４時
高尾野支所市民福祉課内（��２１１１、内線４５３）
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図書館だより

新
し
い
本
の
紹
介
（
予
定
）

《
幼
児
・
小
学
生
》

▼
チ
ー
ム
あ
し
た（
吉
野
万
理
子
）

▼
て
ん
ご
く
の
お
と
う
ち
ゃ
ん

（
長
谷
川
義
史
）▼
１
ね
ん
１
く
み

１
ば
ん
ジ
ャ
ン
プ（
後
藤
竜
二
）▼

か
い
も
の
さ
ん
ぽ
ゴ
ム
ぞ
う
り

（
荒
井
良
二
）▼
エ
ゾ
オ
オ
カ
ミ
物

語（
あ
べ
弘
士
）▼
え
ほ
ん
の
こ
ど

も（
荒
井
良
二
）▼「
お
ま
え
だ
！
」

と
カ
ピ
バ
ラ
は
い
っ
た（
斉
藤
洋
）

▼
と
う
さ
ん
の
あ
し
の
う
え
で

（
い
も
と
よ
う
こ
）▼
十
一
月
は
変

身
！（
後
藤
竜
二
）▼
や
ま
ん
ば
あ

さ
ん
と
な
か
ま
た
ち（
富
安
陽
子
）

…
等

《
中
学
生
・
高
校
生
》

▼
氷
の
心
臓（
カ
イ
・
マ
イ
ヤ
ー
）

▼
あ
し
た
選
挙
へ
行
く
ま
え
に

（
池
上
彰
）▼
ガ
リ
レ
オ
が
ひ
ら
い

た
宇
宙
の
と
び
ら（
渡
部
潤
一
）

▼
ま
い
な
す（
太
田
忠
司
）…
等

《
一
般
》

▼
の
こ
さ
れ
る
も
の（
小
路
幸
也
）

▼
し
ず
か（
小
澤
征
良
）▼
旅
す
る

力
深
夜
特
急
ノ
ー
ト（
沢
木
耕
太

郎
）▼
泥
ぞ
つ
も
り
て（
宮
木
あ
や

子
）▼
四
と
そ
れ
以
上
の
国（
い
し

い
し
ん
じ
）▼
女
神
記（
桐
野
夏

生
）▼
ワ
ル
ツ
下（
花
村
萬
月
）▼

お
ひ
る
の
た
び
に
さ
よ
う
な
ら

（
安
戸
悠
太
）▼
け
ち
ゃ
っ
ぷ（
喜

多
ふ
あ
り
）▼
あ
ま
り
に
野
蛮
な

上
・
下（
津
島
佑
子
）▼
天
使
の
歩

廊
あ
る
建
築
家
を
め
ぐ
る
物
語

（
中
村
弦
）▼
悼
む
人（
天
童
荒
太
）

▼
ひ
と
つ
目
女（
椎
名
誠
）▼
豪
華

客
船
エ
リ
ス
号
の
大
冒
険（
山
口

芳
宏
）▼
人
情
屋
横
丁（
山
本
一

力
）▼
彼
岸
花（
宇
江
佐
真
理
）▼

直
江
兼
続
の
義
と
愛（
火
坂
雅
志

…
等

《
郷
土
資
料
》

▼
関
東
ふ
る
さ
と
出
水
会
会
報「
い

ず
ん
」（
関
東
ふ
る
さ
と
出
水
会
）

図
書
館
だ
よ
り

【
読
み
聞
か
せ
】

　

中
央
図
書
館

　
　

毎
週
水
曜
日　

午
後
４
時

　
　
（
１
月
は
第
３
週
は
休
み
）

　

高
尾
野
図
書
館

　
　

毎
週
月
曜
日　

午
後
４
時

　
　
（
１
月
は
第
１
・
２
週
は
休
み
）

　

野
田
図
書
館

　
　

毎
週
木
曜
日　

午
後
４
時

　
　
（
１
月
は
第
１
週
は
休
み
）

【
親
子
読
書
教
室
・
す
く
す
く
】

　

高
尾
野
図
書
館

　
　

第
２
・
４
火
曜
日

　
　

午
前　

時　

分

１０

３０

１月の休館日開 館 時 間

１日～５日、
１３日、１９日
～２６日

平日
　午前９時～午後８時
土曜・日曜日、祝日
　午前９時～午後６時

中央図書館 
(��2105)

１日～４日、
９日、１６日、
２３日、３０日

午前９時～午後６時

高尾野図書館
(��5452）

野田図書館 
 (��3100)

運行日
運行時間ステーション名

１　月

―
１０：００～１０：２０西之口団地公民館第１・３

火曜日 １４：３０～１４：５０ラ・フォンテいずみ

７日
９：５０～１０：１０元町公民館第１・３

水曜日 １０：２０～１０：４０今釜西公民館

１５日

１０：００～１０：２０下特手公民館

第１・３
木曜日

１０：４０～１１：００受口公民館
１４：１０～１４：３０屋地公民館
１４：４０～１５：００熊野神社前

１６日

９：４０～１０：００栗毛野公民館

第１・３
金曜日

１０：１０～１０：３０江川野公民館
１０：４５～１１：０５内野々下公民館
１４：１０～１４：３０荘上公民館
１４：４５～１５：０５下山公民館

２７日

９：５０～１０：１０千本付住宅広場

第２・４
火曜日

１０：２０～１０：４０平和団地集会室
１４：２０～１４：４０鹿島住宅広場
１４：５５～１５：１５ウッドタウン公民館

１４日
２８日

９：４０～１０：００江内北部コミュニティーセンター

第２・４
水曜日

１０：１０～１０：３０東辺田公民館前
１０：４５～１１：０５尾野島浜公民館
１４：１０～１４：３０茶円堀住宅

８日
９：４０～１０：００鶴亀タウン

第２・４
木曜日 １０：１０～１０：３０米ノ津駅前広場

１０：４５～１１：０５福ノ江公民館

９日
１４：１０～１４：４０鶴水園第２・４

金曜日 １５：００～１５：２０加紫久利住宅広場

平成２１年１月　移動図書館運行表

※　本の返却には最寄のブックポストも利用できます。
　　（場所は中央図書館へお尋ねください。　�○６３ ２１０５）

【児童書】
　

『やまねのネンネ』

どい　かや　作・絵

ＢＬ出版
　

　冬眠していたやまねの

ネンネが、巣穴から転げ

落ちてしまって…。

　くるんとまるまったネ

ンネがかわいらしい、気

持ちがほっこりする絵本

です。冬の読み聞かせに

おすすめです。

図書館員おすすめの本 図書館員おすすめの本 

【一般書】
　

『新幹線ガール』

　　徳淵　真利子　著

メディアファクトリー
　

　東海道新幹線のパー

サー（車内販売員）で、売

上げトップになった２３歳

の女の子の体験談です。

　仕事に対する情熱が伝

わってくる、働くいろい

ろな人達に読んでほしい

１冊です。

◆臨時休館のお知らせ◆

　中央図書館は、１月１９日
（月）から同２６日（月）までの
間、蔵書整理・点検のため
休館します。高尾野図書
館・野田図書館をご利用く
ださい。
　歴史民俗資料館は、１月
２０日（火）から同２５日（日）ま
での蔵書整理期間中も通常
どおり開館します。
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○出水郡医師会では、日・祝日の当番医に加え、平日の午後８時から同１１時まで、救急患者に限り診療協力をしています。
　担当医療機関は、下表のとおりです。
○都合により担当医療機関が変更になることがあります。
○当番医での受診は、急患に限ります。
※［当］：日曜・祝日在宅当番医（午前９時～午後５時）、［夜］：夜間当番医（午後８時～同１１時）、［児夜］：小児科夜間当番医（午後７時～同１０時）

当当当当当当当当当当当当当当番番番番番番番番番番番番番番医医医医医医医医医医医医医医ののののののののののののののおおおおおおおおおおおおおお知知知知知知知知知知知知知知ららららららららららららららせせせせせせせせせせせせせせ当番医のお知らせ

１　　　　　月

医 療 機 関 名日医 療 機 関 名日

�○６７ １６１１早 馬内科出水総合医療センター［夜］１３
（火）

�○６２ ０４１９諏訪馬場精神・内科出水病院［当］

１
（木）

�○７３ １３３１（阿久根市）外科阿久根市民病院［夜］�○８２ ００６５大久保内・外・小児科朝倉医院［当］
�○７３ １３３１（阿久根市）内科阿久根市民病院［夜］１４

（水）
�○６４ ６１００（阿久根市）内・外科門松医院［当］

�○６７ １６１１早 馬外科出水総合医療センター［夜］�○８８ ２５９５（長島町）内・外科平尾診療所［当］
�○６７ １６１１早 馬内科出水総合医療センター［夜］１５

（木）
�○６７ １６１１早 馬内科出水総合医療センター［夜］

�○７３ １３３１（阿久根市）外科阿久根市民病院［夜］�○７３ １３３１（阿久根市）外科阿久根市民病院［夜］
�○７３ １３３１（阿久根市）内科阿久根市民病院［夜］１６

（金）
�○６７ １６１１早 馬出水総合医療センター［児夜］

�○６７ １６１１早 馬外科出水総合医療センター［夜］�○６７ ２０３１早 馬外・胃腸科井上医院［当］

２
（金）

�○６７ １６１１早 馬内科出水総合医療センター［夜］
１７
（土）

�○６４ １５００鹿 島小児・内科こどもクリニック永松［当］
�○７３ １３３１（阿久根市）外科阿久根市民病院［夜］�○７２ ０４２０（阿久根市）内・外科山田クリニック［当］
�○６４ １５００鹿 島こどもクリニック永松［児夜］�○８８ ５０４０（長島町）内・外・婦人科飯尾医院［当］
�○８２ ３９９８大久保内・皮膚・精神科奥田蘇明会医院［当］

１８
（日）

�○７３ １３３１（阿久根市）内科阿久根市民病院［夜］
�○６７ ５５６０今釜西内・神経内科つかさとクリニック［当］�○６７ １６１１早 馬外科出水総合医療センター［夜］
�○７３ １０５５（阿久根市）内・小児科上園医院［当］�○６２ ０１６７栄 町二宮医院［児夜］
�○８６ ００５４（長島町）内・外科鷹巣診療所［当］�○６７ ２６００天神・出水産婦・内・外科境田医院［当］

３
（土）

�○８２ ００１７上の原・高尾野内科高尾野医療センター［夜］�○６３ ７７０７向 江小児科キッズクリニック［当］
�○６７ １６１１早 馬外科出水総合医療センター［夜］�○７２ ００１６（阿久根市）外・小児・整外科北国医院［当］
�○６４ １５００鹿 島こどもクリニック永松［児夜］�○８６ ００５４（長島町）内・外科鷹巣診療所［当］
�○６７ １６１１早 馬内科出水総合医療センター［夜］１９

（月）
�○６７ １６１１早 馬内科出水総合医療センター［夜］

�○７３ １３３１（阿久根市）外科阿久根市民病院［夜］�○７３ １３３１（阿久根市）外科阿久根市民病院［夜］
�○７３ １５５１（阿久根市）内・外・泌尿器科内山病院［夜］２０

（火）
�○６７ １６１１早 馬出水総合医療センター［児夜］

�○６７ １６１１早 馬外科出水総合医療センター［夜］�○８２ ３１１３西水流内・精神・神経科高尾野病院［当］

４
（日）

�○６２ ３１１１東大野原内・外科吉井中央病院［夜］２１
（水）

�○６２ ８８０１西 町整外科平田整形外科クリニック［当］
�○７３ １３３１（阿久根市）外科阿久根市民病院［夜］�○７３ ３６３９（阿久根市）内・外科林胃腸科外科［当］
�○７３ １０５５（阿久根市）内・小児科上園医院［夜］２２

（木）
�○８８ ６４０５（長島町）内・外科長島クリニック［当］

�○８２ ００１７上の原・高尾野外科高尾野医療センター［夜］�○７３ １３３１（阿久根市）内科阿久根市民病院［夜］
�○６７ １６１１早 馬内科出水総合医療センター［夜］２３

（金）
�○６７ １６１１早 馬外科出水総合医療センター［夜］

�○７３ １３３１（阿久根市）外科阿久根市民病院［夜］�○６７ １６１１早 馬出水総合医療センター［児夜］
�○７３ １３３１（阿久根市）内科阿久根市民病院［夜］

２４
（土）

�○６７ １６１１早 馬内科出水総合医療センター［夜］５
（月） �○６７ １６１１早 馬外科出水総合医療センター［夜］�○７３ １３３１（阿久根市）外科阿久根市民病院［夜］

�○６７ １６１１早 馬出水総合医療センター［児夜］�○７３ １３３１（阿久根市）内科阿久根市民病院［夜］６
（火） �○６２ ０１７０栄 町耳鼻咽喉科吉田耳鼻咽喉科医院［当］

２５
（日）

�○８２ ００１７上の原・高尾野外科高尾野医療センター［夜］
�○６７ １１１１新 町内科吉井医院［当］�○６７ １６１１早 馬内科出水総合医療センター［夜］７

（水） �○７３ １５５１（阿久根市）内・外・泌尿器科内山病院［当］�○７３ １３３１（阿久根市）外科阿久根市民病院［夜］
�○８８ ６４０５（長島町）内・外科長島クリニック［当］�○７５ ２１２１（阿久根市）精神・内科脇本病院［夜］８

（木） �○６７ １６１１早 馬内科出水総合医療センター［夜］�○６７ １６１１早 馬外科出水総合医療センター［夜］
�○７３ １３３１（阿久根市）外科阿久根市民病院［夜］�○６７ １６１１早 馬内科出水総合医療センター［夜］９

（金） �○６７ １６１１早 馬出水総合医療センター［児夜］�○７３ １３３１（阿久根市）外科阿久根市民病院［夜］
�○７３ １３３１（阿久根市）内科阿久根市民病院［夜］２６

（月）
�○７３ １３３１（阿久根市）内科阿久根市民病院［夜］

１０
（土） �○６７ １６１１早 馬外科出水総合医療センター［夜］�○６７ １６１１早 馬外科出水総合医療センター［夜］

�○６２ ０４１９諏訪馬場精神・内科出水病院［夜］２７
（火）

�○６３ ７７０７向 江キッズクリニック［児夜］
�○７３ １３３１（阿久根市）外科阿久根市民病院［夜］�○６３ ７８００沖 田泌尿器科よしだ泌尿器科クリニック［当］

１１
（日）

�○７３ １３３１（阿久根市）内科阿久根市民病院［夜］２８
（水）

�○６２ ０１６７栄 町内・小児科二宮医院［当］
�○６７ １６１１早 馬外科出水総合医療センター［夜］�○７２ １０４１（阿久根市）整外科植村整形外科［当］
�○６７ １６１１早 馬内科出水総合医療センター［夜］２９

（木）
�○７５ ２１２１（阿久根市）精神・内科脇本病院［当］

�○７３ １３３１（阿久根市）外科阿久根市民病院［夜］�○８８ ２５９５（長島町）内・外科平尾診療所［当］
�○８２ ００１７上の原・高尾野内科高尾野医療センター［夜］３０

（金）
�○６７ １６１１早 馬内科出水総合医療センター［夜］

�○６７ １６１１早 馬外科出水総合医療センター［夜］�○７３ １３３１（阿久根市）外科阿久根市民病院［夜］
�○６７ １６１１早 馬内科出水総合医療センター［夜］

３１
（土）

�○６３ ７７０７向 江キッズクリニック［児夜］
�○７３ １３３１（阿久根市）外科阿久根市民病院［夜］�○６３ １１１２鹿 島皮膚科よう皮ふ科医院［当］

１２
（月）

�○６７ １６１１早 馬出水総合医療センター［児夜］�○６７ １８６１六月田中内・外・胃腸・整形科東医院［当］
�○７３ ４１８０（阿久根市）産婦・内科有村産婦人科・内科［当］
�○８８ ５０４０（長島町）内・外・婦人科飯尾医院［当］
�○７３ １３３１（阿久根市）内科阿久根市民病院［夜］
�○６７ １６１１早 馬外科出水総合医療センター［夜］
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月
月　

日（
日
）、『
第　

回
市
民
駅
伝

１１

３０

２６

大
会
』が
市
陸
上
競
技
場
お
よ
び
周
辺
コ
ー

ス
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
、
市
体
育
指
導
委
員
が
誰
で

も
気
軽
に
参
加
で
き
る
大
会
を
目
指
し
て
企

画
、
運
営
し
、
毎
年
大
勢
の
市
民
ラ
ン
ナ
ー

が
参
加
す
る
恒
例
行
事
と
し
て
定
着
し
て
い

ま
す
。　

回
目
と
な
っ
た
今
大
会
は
、　

２６

１００

チ
ー
ム
が
参
加
し
、　

人
が
健
脚
を
競
い
ま

７００

し
た
。

　

各
部
門
で
の
優
勝
チ
ー
ム
は
次
の
と
お
り

で
す
。

★
中
学
・
高
校
・
一
般
男
子
の
部

　

出
水
中
央
高
校
チ
ー
ム

★
一
般
女
子
の
部

　

ア
ー
バ
ン
レ
デ
ィ
ー
ス
Ｚ
チ
ー
ム

★
中
学
・
高
校
女
子
の
部

　

出
水
中
央
高
校
チ
ー
ム

★
小
学
男
子
の
部

　

米
ノ
津
東
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ス
ポ
ー
ツ

　

少
年
団
チ
ー
ム

★
小
学
女
子
の
部

　

出
水
市
陸
上
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
Ａ
チ
ー
ム

☆
南
日
本
新
聞
社
杯
一
部
一
般
男
子
優
勝　

　
　
　

出
水
消
防
署
チ
ー
ム

☆
南
日
本
新
聞
社
杯
二
部
一
般
女
子
優
勝　

　
　
　

ア
ー
バ
ン
レ
デ
ィ
ー
ス
Ｚ
チ
ー
ム

　

チ
ー
ム
が
健
脚
を
競
う
！

100

　
「
出
水
市
大
産
業
祭
」が
、　

月　

日
、　

１１

１５

１６

日
の
両
日
、
市
陸
上
競
技
場
駐
車
場
を
中
心

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
場
で
は
、「
ふ
る
さ
と
出
水
特
産
市
」や

「
飲
食
ま
つ
り
」、「
農
林
水
産
ま
つ
り
」、

「
く
ら
し
と
木
材
ま
つ
り
」な
ど
が
開
か
れ
ま

し
た
。

　

ま
た
、
恒
例
と
な
っ
た
釧
路
市
特
産
市
や

　

月
に
友
好
都
市
と
な
り
ま
し
た
山
口
県
周

１１南
市
特
産
の
ふ
ぐ
料
理
も
販
売
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
も
大
盛
況　
!!

出
水
市
大
産
業
祭

飲食まつり飲食まつり

子豚レース子豚レース ふるさと出水特産市ふるさと出水特産市
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ＨＯ
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フォトニュース ＨＯ

Ｔ！
 

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
い
ず
み（
小
松
照
子
理
事
長
）

が
、
肥
薩
お
れ
ん
じ
鉄
道
の
イ
ベ
ン
ト
貸
切

列
車
を
利
用
し
た
体
験
イ
ベ
ン
ト
を　

月　
１１

２３

日
に
開
催
し
、　

人
の
親
子
が
参
加
し
ま
し

６５

た
。

　

参
加
者
は
、
肥
薩
お
れ
ん
じ
鉄
道
出
水
駅

を
出
発
後
、
車
内
で
紙
芝
居
を
楽
し
み
な
が

ら
、
日
奈
久
温
泉
駅
へ
到
着
。
日
奈
久
温
泉

で
は
野
外
で
の
ち
く
わ
作
り
を
体
験
し
た
ほ

か
、
竹
馬
や
折
り
紙
な
ど
の
昔
の
遊
び
で
交

流
を
深
め
ま
し
た
。
ま
た
、
出
水
商
業
高
校

の
生
徒
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
参
加
し
ま

し
た
。

　

な
お
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
い
ず
み
で
は
、
第
４

回
目
を
平
成　

年
１
月　

日（
日
）に
開
催
し

２１

１１

ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
い
ず
み（
�
○６３
 

１
４
４
４
）

　
　

月
１
日
、
ダ
ン
ス
グ
ル
ー
プ
Ｓ
Ｅ
Ｎ
の

１２
藤
本
悠
未
さ
ん
と
薗
畠
光
将
さ
ん
が
市
長
室

を
訪
れ
、
市
長
に
寄
付
金
を
手
渡
し
ま
し
た
。

　

Ｓ
Ｅ
Ｎ
は
藤
本
悠
未
さ
ん
、
川
�
憲
吾
さ

ん
、
通
山
哲
也
さ
ん
、
薗
畠
光
将
さ
ん
、
有

村
ひ
か
る
さ
ん
、
御
幸
澪
さ
ん
の
６
人
の
ダ

ン
ス
グ
ル
ー
プ
で
、
夏
祭
り
い
ず
み
鶴
翔
祭

や
ツ
ル
を
送
る
ま
つ
り
な
ど
、
本
市
の
多
く

の
イ
ベ
ン
ト
等
に
出
演
し
、
会
場
を
盛
り
上

げ
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
寄
付
金
は
、
同
グ
ル
ー
プ
が
、　
１１

月　

日
に
開
催
さ
れ
た 
鶴  
恋  
祭 
の
ふ
れ
あ
い

つ
る 
こ
い 
ま
つ
り

１６
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
参
加
し
た
際
の
売
上

金
の
一
部
を
寄
付
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

代
表
を
務
め
る
藤
本
悠
未
さ
ん
は
、「
社

会
福
祉
に
役
立
て
て
く
だ
さ
い
」と
話
し
て

い
ま
し
た
。

　
　

月　

日
、
本
市
と
熊
本
県
水
俣
市
は
、

１１

２５

「
災
害
時
に
お
け
る
相
互
応
援
協
定
」を
結
び

ま
し
た
。

　

調
印
式
は
、
同
日
、
水
俣
市
役
所
で
行
わ

れ
、
渋
谷
俊
彦
市
長
と
宮
本
勝
彬
水
俣
市
長

（
写
真
左
か
ら
３
番
目
）が
協
定
書
に
調
印
し

ま
し
た
。

　

協
定
書
に
は
、
①
食
料
、
飲
料
水
な
ど
の

物
資
供
給
②
応
急
復
旧
や
医
療
に
関
す
る
資

材
の
提
供
③
職
員
の
派
遣
④
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
あ
っ
せ
ん
な
ど
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

両
市
は
、
こ
れ
ま
で
も
災
害
時
等
に
相
互

支
援
し
て
き
ま
し
た
が
、
こ
の
協
定
に
よ
り
、

さ
ら
に
効
率
的
な
支
援
を
行
う
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

災
害
時
に
お
け
る

相
互
応
援
協
定
を
締
結

ち
く
わ
作
り
を
体
験

ダ
ン
ス
グ
ル
ー
プ
Ｓ
Ｅ
Ｎ
が
寄
付

　

上
田
多
園
自
治
会
と
田
多
園
自
治
会
で
構

成
す
る
、
出
水
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
野
田

総
支
部
の「
と
き
わ
会
」（
会
長
西
朋
喜：

会

員
数　

人
）が
、
全
国
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

６７

か
ら
表
彰
さ
れ
、　

月
２
日
、
渋
谷
市
長
に

１２

報
告
し
ま
し
た
。　

　

と
き
わ
会
で
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
と

し
て
自
治
公
民
館
の
清
掃
や
地
域
内
の
清
掃

を
行
っ
た
り
、
ふ
れ
あ
い
活
動
と
し
て
、
子

ど
も
育
成
会
と
の
そ
ば
打
ち
大
会
や
幼
稚
園

児
と
の
も
ち
つ
き
大
会
を
行
う
な
ど
、
多
彩

な
活
動
を
積
極
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
受
賞
は
、
と
き
わ
会
が
さ
ま
ざ
ま

な
活
動
を
通
し
て
、
会
員
の
健
康
維
持
を
始

め
、
引
き
こ
も
り
の
防
止
等
、
老
人
ク
ラ
ブ

の
推
進
に
貢
献
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
認
め
ら

れ
た
も
の
で
す
。

老
人
ク
ラ
ブ
の
推
進
に
貢
献市長室を訪れた、出水市老人クラブ連合会の筒元徳市長室を訪れた、出水市老人クラブ連合会の筒元徳

会長会長（（写真左写真左））とときわ会の西朋喜会長とときわ会の西朋喜会長（（写真中央写真中央））
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フォトニュース ＨＯ
Ｔ！

ＨＯ
Ｔ！
 
フォトニュース ＨＯ

Ｔ！
 

　１１月１３日、市文化会館でぬいぐるみ人形劇「ノン
タン」と「みにくいあひるのこ」が上演され、市内外
の保育園や幼稚園から約１，０００人の子どもたちが鑑
賞しました。
　子どもたちは、かわいいキャラクターたちの熱演
に大きな歓声をあげて楽しんでいました。

市
文
化
会
館
自
主
文
化

事
業
を
開
催

　１１月２８日、東出水小学校５年ろ組（２７人）の子ども
たちが、米ノ津川（広瀬川）に真ブナ（約５０００匹）を放
流しました。これは、広瀬川漁業協同組合（宮田幸
一組合長）が増殖事業の一環として行ったもので、
子どもたちは、「大きくなってね」などと声を掛けな
がらバケツに入った真ブナを川に放流しました。

　文部科学大臣賞を受賞された窪まさ子さん（津山）
が、１１月２８日、市長室を訪れ、渋谷市長に受賞の報
告をしました。
　窪さんは、本市のＰＴＡ活動に尽力され、また、
鹿児島県ＰＴＡ連合会の副会長を務められるなど、
ＰＴＡ活動の振興に多大な貢献をされました。

Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
の
振
興
に

貢
献
！

　１１月３０日、市文化会館で出水音楽祭が開催され、
器楽演奏や合唱など２０団体、約５００人が発表し、多く
の方が鑑賞に訪れました。
　また、市内の高校生８人がボランティアとして参
加し、運営を手伝いました。

出
水
音
楽
祭
を
開
催

真
ブ
ナ
の
放
流
を
体
験

　１１月７日から同１０日に東京都で開催された「第５７
回全国青年大会」のフットサル競技に、野田青年団
の団員９人が、鹿児島県代表として出場しました。
　同大会の成績は、残念ながら予選敗退という結果
でありましたが、丸尾賢一団長（写真前列中央）は
「全国の青年団体と交流し、出水市を大いにアピー
ルすることができたと思います」と話していました。

第　

回
全
国
青
年
大
会

57
に
出
場

　１２月５日、本市の特産品を詰め合わせた「ツルの
恩返し便」の出発式が市役所本庁舎前で行われました。
　同便は、全国からツルの里会員を募集し、会費の
一部をツルの保護費等に寄付してもらい、その恩返
しとして本市の特産品をお届けするものです。式で
は、同便交流事業実行委員会の会員らが同便を郵便
局のトラックに積み込み、全国へ発送しました。

ツ
ル
の
恩
返
し
便
が
出

発
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ううううううううううううううううううううううううううううううううう

ご
寄
付
あ
り
が
と
う
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ざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざ
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たたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたた

ご
ざ
い
ま
し
た

ご
寄
付
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た

おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお
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ううううううううううううううううううううううううううううううううう

お
誕
生
お
め
で
と
う
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ご
ざ
い
ま
す

お
誕
生
お
め
で
と
う

お
誕
生
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す

ご
ざ
い
ま
す

ごごごご
めめめめ
いいいい
福福福福
をををを

ご
め
い
福
を

おおおお
祈祈祈祈
りりりり
しししし
まままま
すすすす

お
祈
り
し
ま
す
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暮暮暮暮暮暮暮暮暮暮暮ららららららららららししししししししししののののののののののらしの情情情情情情情情情情報報報報報報報報報報情報

１１１１１１１１１１１１１１１月月月月月月月月月月月月月月のののののののののののののの主主主主主主主主主主主主主主なななななななななななななな行行行行行行行行行行行行行行事事事事事事事事事事事事事事月の主な行事

世世世世世世世世世世世世世世世世世世世世帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯数数数数数数数数数数数数数数数数数数数数とととととととととととととととととととと人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口世帯数と人口
（１２月１日現在：住民基本台帳）

２万４，１５２（－ ２）世 帯 数
５万７，３１０（－２９）人　　口
２万６，８２０（－２０）男
３万　４９０（－ ９）女

３４出　　生
６１死　　亡
７９転　　入
８１転　　出

（　）内は前月比

休休休休休休休休休休休休休休日日日日日日日日日日日日日日当当当当当当当当当当当当当当番番番番番番番番番番番番番番歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯科科科科科科科科科科科科科科医医医医医医医医医医医医医医・・・・・・・・・・・・・・当当当当当当当当当当当当当当番番番番番番番番番番番番番番薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬局局局局局局局局局局局局局局休日当番歯科医・当番薬局

１日（木）�出市ツル観察センター早朝開館

　　　　　（午前７時・市ツル観察センター）

２日（金）�出市ツル観察センター早朝開館

　　　　　（午前７時・市ツル観察センター）

３日（土）�出市ツル観察センター早朝開館

　　　　　（午前７時・市ツル観察センター）

５日（月）�成人式（午前９時４０分・市文化会館）

１１日（日）�消防出初め式（午前８時３０・市多目的広場

～広瀬河原）※雨天時は、午前９時から市

総合体育館で式典のみ行います。

　　　　�サンデーサイエンス（午後２時・クレイン

パークいずみ）、１８日（同）、２５日（同）

１８日（日）�ツルのねぐらを見よう！ウォーキング大会

（午前９時１５分開会・市内一円）

※歯科医院診療時間　午前８時～正午
◎変更になることがあります。
　出水消防署（��０１１９）にお問い合わせください。

 手をつなぎ　広げよう女性の和と輪 
日　時　１月２３日（金）　午後１時３０分～同４時
場　所　市高尾野農村環境改善センター
入場料　無　料
内　容　活動発表・記念講演ほか

【記念講演】
　講　師
　　豊　重　哲　郎　氏
　　鹿屋市串良町柳谷自治公民館長
　　むらづくり活性化アドバイザー
　略　歴
平成１０年柳谷自治公民館長就任後、行政に頼ら
ないむらづくりを掲げ地域住民総ぐるみのユ
ニークな取り組みを展開され、今一番注目され
ている自治公民館長
　◎平成１９年度あしたのまち・くらしづくり活動
賞、内閣総理大臣賞受賞

　◎地方自治施行６０周年記念総理大臣表彰
　演　　題
　　「旬の活動で、己に感動・社会へ貢献」

問い合わせ先
　高尾野教育支所生涯学習室（��５４５１）

平成２０年度
出 水 市 女 性 大 会

１月１日
花 立 西○６２ ８５１９歯 科つ ば さ 歯 科 医 院
上 り 立○８２ ２５３９う ら く ぼ 薬 局

１月２日
花 立 西○６２ ８５１９歯 科つ ば さ 歯 科 医 院
鹿　　 島○６３ ３９７０か し ま 薬 局

１月３日
柴　　 引○８２ ００６４歯　 科水 野 歯 科 医 院
天神（出水）○６５ ７６３７エ ン ジ ェ ル 薬 局
向　　 江○６３ ７７００さ く ら 薬 局

１月４日
柴　　 引○８２ ００６４歯　 科水 野 歯 科 医 院
下　　 山○６４ ２２１１し も ず る 薬 局
桜　　 町○６２ ６０７０ひ ま わ り 薬 局

１月１１日
（長島町）○８６ １２６６歯　 科児 島 歯 科 医 院
沖　　 田○６４ １１３２こ が ね 薬 局

１月１２日
八幡（出水）○６３ ０３９３歯　 科お て き 歯 科 医 院
鹿　　 島○６３ ７３２２あ す か 薬 局
六月田下○６７ ２０５５あ じ さ い 薬 局

１月１８日
麓（高尾野）○６４ ２１５１歯　 科北 園 歯 科 医 院
今 釜 西○６５ ７５５０い ま が ま 調 剤 薬 局

１月２５日
町（高尾野）○８２ ００２０歯　 科中 島 歯 科 医 院
栄 町○６３ ４３００ク レ イ ン 調 剤 薬 局
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月
中
旬
、「
江
内
川
や
東
干
拓

１１
に
ヘ
ラ
サ
ギ
が
来
て
い
る
よ
。」と
の

情
報
が
ク
レ
イ
ン
パ
ー
ク
に
入
り
、

早
速
写
真
を
撮
っ
て
き
ま
し
た
。
ヘ

ラ
サ
ギ
は
、
し
ゃ
も
じ
の
よ
う
な
平

べ
っ
た
い
口
ば
し
に
特
徴
が
あ
り
ま

す
。　

月
７
日
の
野
鳥
観
察
会
の
時

１２

も
東
干
拓
の
水
路
で
２
羽
、
し
き
り

に
エ
サ
を
獲
っ
て
い
ま
し
た
。
ヘ
ラ

サ
ギ
と
言
う
ぐ
ら
い
だ
か
ら
て
っ
き

り
サ
ギ
科
の
仲
間
だ
と
思
っ
た
ら
、

な
ん
と
ト
キ
科
の
鳥
で
し
た
。
日
本

で
見
ら
れ
る
ト
キ
科
の
鳥
は
、
ヘ
ラ

サ
ギ
、
ク
ロ
ツ
ラ
ヘ
ラ
サ
ギ
、
ト
キ
、

ク
ロ
ト
キ
の
四
種
で
す
。
ど
れ
も
と

て
も
珍
し
い
鳥
で
す
。

　

ヘ
ラ
サ
ギ
は
旅
鳥
で
、
１
９
７
０

年
代
ま
で
は
出
水
で　

羽
以
上
の
群

１０

が
毎
年
越
冬
し
て
い
ま
し
た
が
、
近

年
は
全
国
で
数
羽
渡
来
す
る
だ
け
に

な
っ
て
い
ま
す
。
ひ
ょ
っ
と
し
て
今

年
は
越
冬
す
る
？
の
で
し
ょ
う
か
。

33

　私は、Ｍａｔｔｈｅｗ  Ｈｕｎｔｅｒ（マシュー・ハンター）とい
います。２７歳です。
　生まれはアメリカ合衆国ワシントン州のシアトルの
近くです。１９９９年にワシントン州の高校、２００３年に同
州立大学を卒業しました。
　私は、九州が大好きです。どのまちもとても美しく、
そこに住むみなさんもとてもすばらしい人たちばかり
だからです。また、いろいろなことが体験できるから
です。
　私の趣味は合気道と弓道です。また、温泉に行った
り、その近辺を散策するのも好きです。
　出水市の皆様、どうぞよろしくお願いします。

皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆さささささささささささささささささささささささささささささささささんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんん よよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろしししししししししししししししししししししししししししししししししくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお願願願願願願願願願願願願願願願願願願願願願願願願願願願願願願願願願いいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいしししししししししししししししししししししししししししししししししままままままままままままままままままままままままままままままままますすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすす！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！皆さん よろしくお願いします！

『今月の問題』
　国の特別天然記念
物でないのはどれ？　
Ａ　鹿児島県のツ
ルおよびその
渡来地　

Ｂ　アカショウビン　
Ｃ　アマミノクロ
ウサギ　

☆答えはホームページ
か来月号で（先月号
の答えは、Ａのカナ
ダヅルでした。）

ヘラサギ（右）

山
口
県
周
南
市
と
友
好
都
市
を
提
携

山
口
県
周
南
市
と
友
好
都
市
を
提
携

－新しいＡＬＴ（外国語指導助手）を紹介します－

　
　

月　

日
に
、
山
口
県
周
南
市
と

１１

１０

の
友
好
都
市
提
携
の
調
印
式
を
本
市

の
音
楽
ホ
ー
ル
で
行
い
ま
し
た
。

　

周
南
市
と
は
、
周
南
市
八
代
地
区

の
ツ
ル
の
渡
来
数
減
少
に
伴
う
本
市

か
ら
の
保
護
ヅ
ル
の
移
送
や
、
周
南

市
八
代
小
学
校
の
児
童
の
本
市
へ
の

訪
問
、
両
市
観
光
協
会
の
相
互
訪
問

な
ど
で
交
流
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
こ
と
が
き
っ
か
け
で
、
ツ

ル
を
縁
と
し
て
文
化
、
教
育
、
経
済

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
交
流
し
、

双
方
の
地
域
活
性
化
に
つ
な
げ
る
こ

と
を
目
的
に
、
平
成　

年
度
に
本
市

１８

か
ら
友
好
都
市
の
申
し
入
れ
を
行
い
、

こ
の
た
び
合
意
に
至
り
友
好
都
市
提

携
の
調
印
を
行
っ
た
も
の
で
す
。

　

式
典
で
は
、
両
市
の
関
係
者
、
出

水
市
民
等
約　

人
が
見
守
る
中
、
渋

１３０

谷
市
長
と
島
津
幸
男
周
南
市
長
と
で

友
好
都
市
提
携
書
に
調
印
が
行
わ
れ
、

そ
の
後
両
市
長
は
堅
い
握
手
を
交
わ

し
友
好
都
市
の
提
携
を
確
認
い
た
し

ま
し
た
。
調
印
を
終
え
る
と
、
両
市

長
、
両
市
議
会
議
長
と
荘
中
学
校
・

高
尾
野
中
学
校
ツ
ル
ク
ラ
ブ
の
生
徒

が
、
く
す
玉
を
割
り
、
参
列
し
た
市

民
の
皆
さ
ん
か
ら
も
大
き
な
拍
手
が

沸
き
上
が
り
ま
し
た
。


